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国
・
地
域
か
ら
財
人
参
加

い
と
い
‘
っ
声
が
各
国
代
表
の
間

か
ら
起
こ
り
、

一
九
九
六
年
に

第
二
回
議

を、

開
ど
ご
と
が

決
ま
っ
た

(開
催
地
は
韓
国
が

e

有
力
)。
査

耳費

ル
け
で
は
欝
加
で
き

る
人
数
が
眼
り
れ
る
。
ぜ
立
主

国
各
地
で
墾

E交
流
を
と
、

二
十
三
日
か
ら
二
十
九
日
に
か

け
、
東
京
y
ン
ポ、
ン
ウ
ム

(日

仏
会
館
)
の
ほ
か
、
札
幌
か
ら

九
州
ま
で
十
力
所
で
集
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
h
h-

うまさ洗練、辛口・生。
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第

一
回
東
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
報
告
集
会

フォ
ー
ラ
ム
は
二
十
日
の
夜

間
会
式
、
二
十
一
日
朝
全
体
会

議
、
二
十
一
日
午
後
と
二
十
二

日
午
前
分
科
会
、
午
後
全
体
会

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。
分
科
会
の
時
間
は
九
時

間
。
五
つ
の
分
科
会
十
六
の
テ

ー
マ
と
い
う
ぼ
う
大
な
話
し
あ

い
に
、
十
分
な
時
間
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
熱
の
と
も
っ
た

ぃ
。
ど
の
分
科
会
で
も
H

同
じ
H

状
呪
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
全
員
の
同
意
で
〈
東

ア
ジ
ア

・
女
性
宣
言
〉
を
出
し
、

行
動
計
画
を
出
す
と
と
が
で
き

た
。
百
十
八
に
の
ぼ
る
行
動
計

画
の
全
部
を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
を
紹

介
す
る
と
V
東
ア
ジ
ア
の
急
速

な
経
済
発
麗
に
伴
う
環
境
破
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

住
民
票
続
柄
裁
判
の
判
決

ロ
月
幻
日
に
延
期
さ
れ
る

本
紙
叩
月
初
日
号
、

2
面
白
日
開
と
報
道
し
ま
し
た

の
住
民
票
続
柄
裁
判
の
記
事
が
、
裁
判
所
は
判
決
日
を
延

中
、
同
裁
判
の
判
決
を
叩
月
期
。
ロ
月
幻
白
川

wm時
か
ら
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第
四
回
世
界
女
性
会
識
の
た

め
の
日
本
の
「
国
別
報
告
書
」

(
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

)
u

m月
叩
日
号
既
報
け
は
総
理
府

に
実
物
を
読
み
た
い
と
い
う
要

望
が
相
次
い
で
い
る
た
め
、
大

蔵
省
印
刷
局
で
印
刷
す
る
乙
と

に
な
っ
た
。
出
来
上
り
は
十
一

月
中
旬
の
予
定
。

に
な
り
ま
し
た
。
法
廷
は
同

じ
く
東
京
高
裁
加
法
廷
、
傍

聴
券
配
布

9
時
叩
分
、
判
決

報
告
集
会
は
、
日
時
か
ち
、

重
思
弁
護
士
会
館
で
。

-大蔵省印刷局で‘印制ヘ ・

な
お
、
こ
の
大
会
に
、
ロ
シ

ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
色
二
人

が
参
加
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
も

ぜ
ひ
仲
間
に
入
れ
て
ほ
し
い
と

申
し
入
れ
、
第
二
回
か
ら
正
式

参
加
地
域
に
加
-
え
ち
れ
る
と
と

に
な
っ
た
。

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
分
制
会
討

議
の
内
容
な
ど
、
詳
し
い
墾
ロ

は
正
月
号
で
掲
載
致
し
ま
す
。

〉

「
母
と
恵
子
」
(
筑

¥
ぽ
一
摩
書
房
)
と
い
う
本

て
凶
一
を
読
ん
だ
。
若
葉
み

/
た
¥
ど
り
、
永
畑
道
子
、

(
駒
野
陽
子
、
向
井
承

子
、
田
中
喜
美
子
さ
ん
ら
、
か

く
れ
も
な
い
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
九

人
の
子
育
て
の
記
。
著
者
た
ち

の
中
に
は
親
し
い
人
も
い
る
。

メ
ロ
メ
ロ
の
親
パ
カ
(
と
書
い

た
ら
叱
ら
れ
る
か
な
。
あ
ふ
れ

る
愛
情
グ
)
ぶ
り
に
、
ヘ
エ
、

彼
女
が
と
思
っ
た
り
、
わ
か
る

f
と
思
っ
た
り
、
身
に
つ
ま
さ

れ
た
り
V
し
か
し
、
息
子
と
は

な
ん
だ
ろ
う
?
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
は
患
歪
伊
ラ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に

育
て
れ
ば
い
い
の
だ
。
だ
が
、

そ
れ
が
む
ず
か
し
い
』
と
若
再
開

さ
ん
は
密
い
て
い
る
。
な
に
し

ろ
、
夫
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
は

か
ぎ
ち
な
い
。
恋
愛
は
H

不
条

理
な
情
熱
M
M

だ
か
ち
、
と
ん
で

も
な
い
男
と
結
婚
す
る
己
と
も

あ
る
。
か
り
に
夫
が
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
で
も
、
息
子
は
、
学
校
で

地
域
で
職
場
で
セ
ク
シ
ズ
ム
の

洗
礼
を
受
り
る
ー
と
V
本
当
に

そ
う
だ
と
思
う
。
男
の
子
を
育

て
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
若
い

乙
ろ
「
マ
マ
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
に
な
ち
な
い
」
な
ん
て

言
っ
て
い
た
娘
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
入

れ
、
夫
も
子
育
て
に
参
加
さ
せ
、

自
分
の
仕
事
を
貫
く
た
め
に
奮

闘
し
て
い
る
。
女
性
は
結
婚
す

る
と
肌
身
で
男
女
差
別
の
実
態

を
感
じ
る
。
独
身
で
が
ん
ば
っ

て
い
て
も
、
三
十
五
を
す
ぎ
る

と
ガ
ラ
ス
の
天
井
が
見
え
出

す
。
そ
こ
へ
戸
ケ
¥
と
男
の
子
は

企
業
に
ま
る
ご
と
さ
ら
わ
れ
や

す
い
V
乙
の
本
の
著
者
た
ち
の

見
事
な
育
て
ぶ
り
、
親
子
関
係

に
感
心
レ
つ
つ
、
私
な
ら
も
し
、

こ
の
文
章
を
頼
ま
れ
で
も
書
け

な
か
っ
た
ろ
う
な
、
と
思
う
V

吉
武
輝
子
さ
ん
の
新
作
に
「
大

人
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
わ
た

し
」
(
ポ
プ
ラ
社
)
と
い
う
本

が
あ
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
向
切
で
、

自
分
の
少
女
時
代
と
娘
の
宮
子

あ
ず
さ
さ
ん
の
と
と
を
重
ね
あ

わ
せ
、
挫
折
に
負
け
ず
、
強
く

自
分
ら
し
く
生
き
る
生
き
方
を

説
い
て
い
る
。
母
と
娘
、
女
ど

う
し
の
連
常
を
感
じ
る
人
生
論

だ
。
や
は
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

に
は
女
の
子
育
て
の
方
が
ラ
ク

か
な
、
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
っ
。

水、

タ
ン
ひの
と
つ
で、を

カ
ン
タ
ン
自
動
吸
水
。

お
風
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二
十
日
の
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間
会
式
、
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日
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全
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会

議
、
二
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日
午
後
と
二
十
二

日
午
前
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科
会
、
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後
全
体
会

と
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う
ス
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ジ
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ル
で
行
わ

れ
た
。
分
科
会
の
時
間
は
九
時

間
。
五
つ
の
分
科
会
十
六
の
テ

ー
マ
と
い
う
ぼ
う
大
な
話
し
あ

い
に
、
十
分
な
時
間
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
熱
の
と
も
っ
た

ぃ
。
ど
の
分
科
会
で
も
H

同
じ
H

状
呪
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
全
員
の
同
意
で
〈
東

ア
ジ
ア

・
女
性
宣
言
〉
を
出
し
、

行
動
計
画
を
出
す
と
と
が
で
き

た
。
百
十
八
に
の
ぼ
る
行
動
計

画
の
全
部
を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
を
紹

介
す
る
と
V
東
ア
ジ
ア
の
急
速

な
経
済
発
麗
に
伴
う
環
境
破
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

住
民
票
続
柄
裁
判
の
判
決

ロ
月
幻
日
に
延
期
さ
れ
る

本
紙
叩
月
初
日
号
、

2
面
白
日
開
と
報
道
し
ま
し
た

の
住
民
票
続
柄
裁
判
の
記
事
が
、
裁
判
所
は
判
決
日
を
延

中
、
同
裁
判
の
判
決
を
叩
月
期
。
ロ
月
幻
白
川

wm時
か
ら
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(カントリーレポート)

;一♂ぷ説諮指言露 フー⑤ 一
降旗あつ子

詰 sUUUUEaB 2221U害警 鰍 i
i雪寸事-邸内1E;J二一史 ー雇Eコヤ会詑ブ・2

iii電器兵器禁fi認
さ卜 1m... i~ A 総

量妄蕗うi語読書留
ぷ !~d'~轟.?l~留証 言 的対天ごじ撃 手数 z

izt醗聾抽;121ii討議
511町民;yzV室長暴露日そ引 噌議 E
is許可522号車!??11123j建
三つとスて人千吋パ わしン大とへ計三 機

言語iiif53長民主??;鱗 i
fi棋を民 :斤持評会長持i
d?れきっ 3圧 「失て詰JR若E
i袋詰5224、ア EgSE訪問i
めいンデ U、一ー ー 目 、 - ~一、て -

E いか 242Z7よ一時点;ti

iiiiiii言言、 ;152izi 
iE町23量守か?晶章夫主弘叡e2! 
iミ空すぺ主主3喜 三 L 、F室ッ文芸で」ミ Z
F害沼会出問フ ヱSAiむき512i 
iミ英将評守 E 7宅当時料電妥 Z
iifd285困 同 23ii量子主i
iirifi長柄 問iii唱??i

省ン 埼安宅な可三e:~ 

;?5i  ; 
ifn 川川川:;涜沈ふ;1i瓦ιiii九11川11吋l川川

ノ'¥
子署干害時Z♂量:2ヮ是蓄と責宍否kf炉供責控て言HE環器計五33自55号空事詰挟
;57i豪華53i;iiL常ijfi!?ii51iii;iiiiiiiiimfiii??

第
四
回
世
界
女
性
会
識
の
た

め
の
日
本
の
「
国
別
報
告
書
」

(
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト

)
u

m月
叩
日
号
既
報
け
は
総
理
府

に
実
物
を
読
み
た
い
と
い
う
要

望
が
相
次
い
で
い
る
た
め
、
大

蔵
省
印
刷
局
で
印
刷
す
る
乙
と

に
な
っ
た
。
出
来
上
り
は
十
一

月
中
旬
の
予
定
。

に
な
り
ま
し
た
。
法
廷
は
同

じ
く
東
京
高
裁
加
法
廷
、
傍

聴
券
配
布

9
時
叩
分
、
判
決

報
告
集
会
は
、
日
時
か
ち
、

重
思
弁
護
士
会
館
で
。

-大蔵省印刷局で‘印制ヘ ・

な
お
、
こ
の
大
会
に
、
ロ
シ

ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
色
二
人

が
参
加
、
ロ
シ
ア
極
東
地
方
も

ぜ
ひ
仲
間
に
入
れ
て
ほ
し
い
と

申
し
入
れ
、
第
二
回
か
ら
正
式

参
加
地
域
に
加
-
え
ち
れ
る
と
と

に
な
っ
た
。

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
分
制
会
討

議
の
内
容
な
ど
、
詳
し
い
墾
ロ

は
正
月
号
で
掲
載
致
し
ま
す
。

〉

「
母
と
恵
子
」
(
筑

¥
ぽ
一
摩
書
房
)
と
い
う
本

て
凶
一
を
読
ん
だ
。
若
葉
み

/
た
¥
ど
り
、
永
畑
道
子
、

(
駒
野
陽
子
、
向
井
承

子
、
田
中
喜
美
子
さ
ん
ら
、
か

く
れ
も
な
い
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
九

人
の
子
育
て
の
記
。
著
者
た
ち

の
中
に
は
親
し
い
人
も
い
る
。

メ
ロ
メ
ロ
の
親
パ
カ
(
と
書
い

た
ら
叱
ら
れ
る
か
な
。
あ
ふ
れ

る
愛
情
グ
)
ぶ
り
に
、
ヘ
エ
、

彼
女
が
と
思
っ
た
り
、
わ
か
る

f
と
思
っ
た
り
、
身
に
つ
ま
さ

れ
た
り
V
し
か
し
、
息
子
と
は

な
ん
だ
ろ
う
?
『
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
は
患
歪
伊
ラ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に

育
て
れ
ば
い
い
の
だ
。
だ
が
、

そ
れ
が
む
ず
か
し
い
』
と
若
再
開

さ
ん
は
密
い
て
い
る
。
な
に
し

ろ
、
夫
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
は

か
ぎ
ち
な
い
。
恋
愛
は
H

不
条

理
な
情
熱
M
M

だ
か
ち
、
と
ん
で

も
な
い
男
と
結
婚
す
る
己
と
も

あ
る
。
か
り
に
夫
が
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
で
も
、
息
子
は
、
学
校
で

地
域
で
職
場
で
セ
ク
シ
ズ
ム
の

洗
礼
を
受
り
る
ー
と
V
本
当
に

そ
う
だ
と
思
う
。
男
の
子
を
育

て
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
若
い

乙
ろ
「
マ
マ
の
よ
う
な
フ
ェ
ミ

ニ
ス
ト
に
な
ち
な
い
」
な
ん
て

言
っ
て
い
た
娘
が
、
い
つ
の
間

に
か
、
子
ど
も
を
保
育
園
に
入

れ
、
夫
も
子
育
て
に
参
加
さ
せ
、

自
分
の
仕
事
を
貫
く
た
め
に
奮

闘
し
て
い
る
。
女
性
は
結
婚
す

る
と
肌
身
で
男
女
差
別
の
実
態

を
感
じ
る
。
独
身
で
が
ん
ば
っ

て
い
て
も
、
三
十
五
を
す
ぎ
る

と
ガ
ラ
ス
の
天
井
が
見
え
出

す
。
そ
こ
へ
戸
ケ
¥
と
男
の
子
は

企
業
に
ま
る
ご
と
さ
ら
わ
れ
や

す
い
V
乙
の
本
の
著
者
た
ち
の

見
事
な
育
て
ぶ
り
、
親
子
関
係

に
感
心
レ
つ
つ
、
私
な
ら
も
し
、

こ
の
文
章
を
頼
ま
れ
で
も
書
け

な
か
っ
た
ろ
う
な
、
と
思
う
V

吉
武
輝
子
さ
ん
の
新
作
に
「
大

人
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
わ
た

し
」
(
ポ
プ
ラ
社
)
と
い
う
本

が
あ
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
向
切
で
、

自
分
の
少
女
時
代
と
娘
の
宮
子

あ
ず
さ
さ
ん
の
と
と
を
重
ね
あ

わ
せ
、
挫
折
に
負
け
ず
、
強
く

自
分
ら
し
く
生
き
る
生
き
方
を

説
い
て
い
る
。
母
と
娘
、
女
ど

う
し
の
連
常
を
感
じ
る
人
生
論

だ
。
や
は
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

に
は
女
の
子
育
て
の
方
が
ラ
ク

か
な
、
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
っ
。

水、

タ
ン
ひの
と
つ
で、を

カ
ン
タ
ン
自
動
吸
水
。

お
風
呂

-..・・町ー~
# ... 
e 、
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(2) 

女の力を示すと

明鴨明鯛明開柳時

聞
に
答
え
、
今
、
ニ
ュ
l
ヨ
l
-

ク
に
北
京
N
G
O
へ
の
参
加
希

一

望
添
殺
到
、
確
嗣
郎
.
包
喧
付
が
一

連
れ
て
い
る
が
、
登
録
作
業
を
一

受

講

生

は

、

四

十

代

が

多

く

、

キ

チ

ン

と

進

め

る

の

で

ナ

イ

口

一

つ

い

で

五

十

代

、

一

一

平

代

だ

が

、

ピ

の

符

の

よ

う

な

、

ホ

テ

ル

が

一

六

十

代

、

ニ

十

代

の

受

購

隼

も

な

い

と

い

っ

た

混

乱

は

な

い

。

一

い

る

。

専

業

キ

薦

も

い

る

が

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

受

付

け

一

む
L
ろ

仕

事

宇

昌

博

っ

て

い

る

人

も

四

月

末

ま

で

行

コ

が

、

一

月

一

包

刀

が

多

い

。

半

ば

に

は

中

閣

の

ひ

ス

E
を
出
一

修

了

生

が

、

地

元

で

着

実

に

す

予

定

な

の

で

、

同

じ

よ

う

な

一

が

ん

ば

り

、

広

島

県

の

女

性

進

タ

イ

プ

の

ワ

l

f

v

ョ

ッ

プ

が

一

出

の

一

誠

を

面

白

っ

て

い

る

の

が

あ

れ

ば

、

共

同

開

催

な

ど

を

話

一

自

慢

。

昨

年

ま

で

の

修

了

生

中

、

し

毒

つ

こ

と

も

可

能

だ

る

つ

。

一

審

蟻

会

等

の

蚕

買

を

務

め

て

い

開

会

式

は

、

今

ま

で

の

大

会

一

る

人

が

、

県

関

係

十

七

人

、

市

(

メ

キ

シ

コ

、

コ

ベ

ン

ハ

l

ゲ

一

町
村
三
十
四
人
、
そ
の
他
三
人
。

ン
、
ナ
イ
ロ
ビ
)
の
開
催
地
と
、
一

鰐

師

や

パ

朱

リ

ス

ト

等

を

務

め

北

京

の

代

表

の

あ

い

さ

つ

が

あ

一

た

人

が

二

十

五

人

。

そ

の

他

、

り

、

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

一

地

域

の

さ

ま

芦

Z

E

な

会

や

グ

ル

語

っ

た

。

そ

し

て

「

奇

ま

で

否

花

火

な

ど

が

あ

る

。

一

l

プ

で

活

動

。

さ

ら

に

学

習

を

定

的

な

犠

牲

者

的

存

在

と

み

ら

話

し

あ

い

、

討

織

の

分

科

会

一

と
、
大
学
へ
再
入
学
し
た
入
、
一
第
四
回
世
界
女
性
会
纏

・
N

た
も
の
。
北
京
の
女
態
語
に
れ
て
き
た
女
性
が
、
世
界
へ
貫
だ
け
で
な
く
、
夜
に
は
「
女
性
一

大
学
院
で
研
究
を
し
て
い
る
人
一

G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
北
京
明
事
務
っ
き
「
冷
戦
が
終
わ
っ
て
後
、
献
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
と
を
の
作
曲
に
よ
笠
宮
楽
の
夕
、
へ
」
一

も
い
る
。
同
窓
会
も
作
ち
れ
、
一
局
長
、
ア
イ
リ
l
ン
・
サ
ン
チ
初
め
て
-
の
女
性
大
会
で
あ
り
、
一
事
す
時
。
男
性
の
行
動
パ
タ
l
「
ア
ラ
ブ
や
カ
リ
プ
の
ダ
ン
ス
一

修
7
生
ど
っ
し
の
ネ
一
ッ
ト
ワ
l
一
ャ
ゴ
さ
ん
に

[
N
G
Oフ
ォ
1
ア
ジ
ア
で

C
初
め
て
の
大
会
で
ン
は
、
一
つ
の
こ
と
の
み
推
進
の
タ
ベ
」
「
女
性
政
治
家
の
タ

一
ド

ク
を
は
か
っ
て
い
る
。
一
ラ
ム
に
つ
い
て
聞
く
会
」
が
十
あ
る
」
。
「
リ
オ
の
環
境
会
磯
だ
が
、
女
性
は
多
く
の
仕
事
を
ベ
」
や
国
際
歎
鱈
コ
ン
テ
ス
ト

一
平

「
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学
」
つ
一
月
二
十
四
日
、
総
理
府
で
行
わ
以
後
N
G
Oの
経
験
や
知
識
が
一
時
に
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
等
が
あ
り
、
日
本
か
ち
の
参
加
一
寸

ぎ
の
巨
様
は
、
県
北
地
方
(
=
二
れ
た
(
世
界
女
性
会
蹟
日
本
国
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
験
を
、
も
期
待
し
て
い
る
な
ど
、
楽
し
一
リ

次
市
)
に
分
校
を
つ
く
る
と
三
塁
N
G
O部
会
主
儲
)
。
サ
な
っ
た
」
「
北
京
・

N
G
O
へ
世
界
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
生
い
催
し
も
目
白
押
し
に
な
っ
て
一
円

三
校
体
制
に
な
れ
ば
県
の
ほ
と
一
ン
チ
ャ
ゴ
さ
ん
は
、
東
ア
ジ
ア
の
道
は
、
行
動
綱
領
の
影
醤
を
か
す
べ
き
だ
」
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
い
る
こ
と
を
波
露
し
た
。
一
一唱
一

ん

ど

の

地

容

を

カ

バ

ー

で

き

る

一

女

性

フ

ォ

ー

ラ

ム

東

京

シ

ン

ポ

全

世

界

に

ひ

ろ

め

、

女

性

の

還

に

強

調

し

た

。

一

斉

と

夢

は

大

き

い

。

一

ジ

ウ

ム

に

出

麿

の

た

め

来

日

レ

動

を

虐

発

に

す

急

だ

る

つ

」

と

会

場

か

ち

の

さ

ま

ざ

ま

な

寅

一

当
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h
h
J

民
意
字
片
ム
正
に
反
映
し
な
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
回世

ke也
院
本
主
正
司

L
U
A
f
r・
吊
膚
】

F
7
3
九
十

衆
院
選
挙
が
始
ま
る
と
い
う
こ
愚
優
に
「
事
献
金
を
毒
一

U

J
F
5
ι
b
l旧
um回
目
月

J
巧
、
色
@
m
T
V
1
旬

a
d
I
J
'
h

と
。
政
治
改
革
四
法
で
は
腐
敗
ま
ま
に
し
て
政
党
助
成
等
脊
盤
一
立

防
止
で
き
な
い
。
す
で
に
ザ
ル

D込
ん
だ
改
革
四
法
案
に
国
民
一

μ

ザ

ル

法

の

政

治

改

革

四

法

法
で
あ
る
こ
と
か
証
明
さ
れ
て
は
納
得
で
き
な
い
」
な
ど
五
豆
半

お
り
、
新
し
い
腐
敗
政
治
の

一

回
の
意
志
表
明
を
待
っ
た
。
一
匙
-

関
連
法
案
を
適
す
と
と
に
あ
ベ
l
ジ
が
開
か
れ
よ
う
と
L
て

4.，山一
言

る
o
中
で
も
区
割
り
案
は
「
誰
い
る
」
と
指
摘
。
国
民
の
闘
い

L
ー、
4
瑚
岡
島
!
」
一

一註

も
三
百
九
億
円
の
政
党
助
成
金
は
と
れ
か
ら
だ
。
「
私
た
ち
の

F
晶
跡
齢
闘
輔
副
量
置
一

一惑し

が
欲
し
い
の
で
九
九
・
九
必
通
手
で
真
の
政
治
改
革
の

一
ベ
l
i
l
t
E
恥
闘
術
嗣
幽
圃
二
詮

る
だ
ろ
う
。
も
コ
武
田
町
に
は
ジ
を
開
と
う
」
と
呼
び
か
り
た

o
U
E勧
日
M
・

圃

国

一

註

政
治
改
革
は
山
を
越
し
た
と
い
話
し
合
い
の
中
で
は
情
報
公
内
川
四

1
4

・a一
軍

う
ム
1
ド
が
号
、
そ
れ
が
置
塁
、
事
・
汚
職
事
件
等
の

圃

ナ

中

国

ト

a

一
角

民
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
裁
判
の
泡
速
性
、
連
臨
笹
の
強

F

詑
土
圃
i
-b
v

一
井

士
宮
帰
簡
を
す
る
紀
平
障
子
一
言

小
選
挙
区
制
の
導
入
で
来
年
か
化
な
ど
セ
キ
を
切
っ
た
よ
う
に

Z言
葉

章

一
手

を
ま
喜
善
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
8
2
2
2
Z
Z
2
2
2
2
2

一
正
ぃ

od
と
銘
う
っ
た
新
観
光
キ
ャ
一
号

咽
相

aFSι

、

一

一

'
ト
l
1
ナ
ト
|
j
ン
ベ
l
ン
を
開
始
し
た
と
し
一
Z
F

臨

幽

主

主

ト

一
三

ょ

っ

一
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
活
動
家
た

-
1

E圃
副
島
ヤ
ム

ぷ

正

l
l
t
t

干
|
|
七

t

一

ち
は
抗
織
し
て
い
る
。

l
il

i

-
-

'I
l
l
i
-
-
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
組
織
ガ
プ
リ

「
川
パ
川

U
U汁
ぺ
」

と
勾
行
事
に
反
対
し
た
。
エ
ラ
は
、
ラ
モ
ス
大
統
領
を
頃

一
フ

ィ

リ

ピ

ン

一

「
ぃl
l
l
い
ハ
い
ド
」

マ
ル
コ
ス
政
権
は
一
九
七
四
際
的
ぽ
ん
引
き
H

と
呼
ん
で
、

五
月
、
マ
-
一
ラ
で
行
わ
れ
た
年
の
マ
ニ
ラ
に
お
り
る
ミ
ス
ユ
観
光
開
発
に
名

き
第四回世界女性会議・ NGO事務局長
アイリーン・サンチャコさんが来日

「北京NGOにどうぞjと語るサンチャゴさん(右)組理府で

地
域
の
核
と
な
り
活
動

〈日曜日〉

本
格
的
講
議
、

川
柳
人
が
修
了

男
女
共
同
参
画
整
E
づ
く
り
に
活
動
を
つ
づ
げ
て
い
る
人
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
大
き
か
っ
た
。
四
十
八
人
の
定

は
女
性
の
学
習
か
ら
。
ど
の
地
多
い
。

方
針
決
定
の
場
へ
の
参
加
が
期
員
に
応
募
者
百
二
十
八
人
。
し

方
自
語
体
も
女
性
問
題
掲
亘
の
さ
き
ご
ろ一
、
日
本
女
子
整
言
待
で
き
る
戸
庄
を
養
成
す
る
の
ぼ
り
に
し
ぼ
っ
て
五
十
七
人
の

セ
ク
シ
ョ
ン
平
、
女
性
セ
ン
タ
教
育
会
主
催
者
、
「
女
性
と
学
習
」

が
目
的
斗
人
材
養
成
課
程
」は
、
室
岡
問
者
に
。
夫
の
転
勤
、
老
親

l
春
作
り
、
女
性
問
題
の
学
習
と
い
う
研
究
懇
宗
行
わ
れ
た
一
年
間
毎
月
二
回
(
年
二
十
四
が
倒
れ
た
辱
で
や
む
な
く
来
れ

会
岸
」
行
っ
て
い
る
と
と
ろ
は
多
が
、
安
説
事
例
と
し
て
「
ひ
ろ
回
)
、
日
曜
日
の
午
前
午
後
開
な
い
人
も
あ
り
、
最
後
の
翰
文

い
。
だ
が
大
て
い
は
単
発
あ
る
し
ま
女
性
大
学
」
が
と
り
あ
げ

m。
ま
ず
女
性
問
題
を
学
ぶ
視
で
少
レ
オ
チ
コ
ボ
れ
た
と
い
う

い
は
せ
い
ぜ
い
数
回
連
続
の
学
ら
れ
、
発
表
し
た
側
広
島
県
女
点
か
ら
入
り
、
女
性
史
、
政
治
、
が
、
五
十
一

λ
が
修
了
。
無
欠

習
会
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
広
島
裳
議
事
務
局
次
長

・
田
辺
伶
人
権
、
福
祉
と
い
っ
た
女
性
学
席
の
人
も
多
か
っ
た
。
二
期
は

県
で
待
っ
て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
平
去
」
ん
に
参
加
者
か
ら
質
問
が
の
す
べ
て
を
纂
本
か
ち
み
っ
ち
少
し
応
募
が
減
っ
た
が
そ
れ
で

女
偉
大
学
」
は
一
年
間
連
続
、
相
次
い
だ
。
り
一
学
ぶ
。
「
表
現
」
も
欠
か
せ
も
也
十
一
人
|
|
。

月
二
園
、
一
日
四
時
間
ぴ
っ
た
「
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学
」
の
な
い
学
習
課
題
だ
。
最
後
は
総
広
島
県
は
広
い
の
に
広
島
市

り
の
網
議
。
後
期
は
ゼ
ミ
形
式
開
網
は
一
九
八
九
年
九
月
。
と
仕
上
げ
の
論
文
発
表
。
〈
費
用
だ
り
で
は
と
い
う
聞
に
応
え
、

も
と
り
入
れ
、
修
7
論
文
を
出
の
年
の
四
月
、
広
島
園
山
内
の
女
は
当
時
一
年
で
四
千
円
)
。
地

昨
年
度
の
第
五
回
か
ら
、
広
島

す
と
い
う
本
格
的
な
も
の
。
す
性
団
体
が
団
結
し
て
推
進
し
た
理
的
、
時
間
的
に
通
学
で
き
な
県
東
部
の
福
山
市
に
拘
緑
主
B
L

開

で
に
五
期
を
終
え
(
現
在
六
期
女
俳
総
合
セ
ン
タ
ー
「
エ
ソ
l
い
人
の
た
め
に
「
通
信
課
程
」
校
す
る
乙
と
に
し
た
。
乙
の
地

開
校
中
)
、
三
百
名
逗
く
の
修
ル
広
島
」
(
広
島
市
中
区
富
士
も
設
置
し
た
。
半
年
間
、
通
信
域
の
女
性
た
ち
の
期
待
は
大
き

了
生
を
送
り
出
し
た
。
修
了
後
、
見
町
)
が
完
成
。
そ
の
運
営
に
教
育
で
自
習
、
六
通
の
レ
ポ
1
く
、
分
校
の
定
員
二
十
四
人
に

県
や
市
町
村
の
審
議
会
等
の
委
あ
た
る
側
広
島
県
女
性
会
議
の
ト
を
作
成
(
費
用
二
千
円
)
。
八
十
五
人
か
ら
の
希
望
が
あ
っ

買
に
な
る
な
ど
、
地
域
で
活
発
活
動
と
し
て
企
薗
さ
れ
た
。
広
島
の
女
性
た
ち
の
期
待
は
た
。
と
の
年
か
ら
通
信
制
も
修

・

・

:

・

:

l

l

p

卜
l

E

4

L

E

E

-

?
期
限
一
年
に
(
現
在
曹
司
人

女
陸
と
芋
菌
研
究
集
会
J
材
養
成
課
程
」
一
万
二
千
円
、

-

e

a

{
4
-
て
・

-
A
1
4
1
d
J
:

'『
I

「通
信
制
」
五
平
円
)
。

1994年 10月 30日

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
聞
く
会

安署 f、来斤限切

書官

リ
ク
ル
ー
ト
、
佐
川
、
ゼ
ネ

コ
ン
と
続
く
政
治
疑
獄

・
疑
惑

事
件
に
国
民
は
怒
り
、
政
治
不

信
が
広
が
っ
た
。
ゆ
」

puた
政

治
腐
敗
の
根
を
断
ち
切
る
た
め

に
始
ま
っ
た
政
治
改
革
だ
が
、

政
争
の
具
に
使
わ
れ
、
国
民
が

望
む
も
の
と
は
違
う
方
向
に
進

ん
で
い
る
。
し
か
も
、
九
月
二

十
七
日
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
獄
の
、

藤
波
判
決

「無
罪
」
。

こ
う
し
た
状
回
に
、
汚
織
に

関
係
し
た
候
補
者
に
投
票
し
な

い
運
動
を
す
す
め
愛
吉
(
参
加

団
体
十
五
)
は
、
二
十
四
日
、

参
院
緩
員
会
館
で
「
こ
の
『
政

治
改
革
』
で
金
楢
腐
敗
の
栂
は

絶
て
る
か

f
ー
ー
藤
被
判
決
を

考
え
る
」
集
会
を
開
き
、
参
加

者
と
意
見
交
換
を
し
、
金
権
腐

敗
の
根
字
経
つ
た
め
の
決
意
表

明
を
得
っ
た
。

ま
ず
、
政
治
改
革
四
法
を
含

め
た
政
治
状
祝
に
つ
い
て
高
橋

禅
起
徳
島
文
理
大
教
授
が
鰐

演
。
今
の
菌
会
の
狙
い
は
、
小

選
挙
区
の
区
割
り
案
、
税
制
改

革
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

ゆ開時

ひろしさま女浅火学

電守

国

直

釜~

明fWVSW明

乙
の
十
月
、
文
部
省
婦
人
教
で
あ
る
。

一
育
銀
内
に
配
歯
さ
れ
た
『
女
性
鈴
木
さ
ん
の
顔
を
毘
て
「
あ

一
政
熊
調
盤
富
』
に
な
っ
た
。
他

つ
/」

と
一
言
う
人
は
多
い
と
思

D
一
の
省
庁
に
も
ま
だ
例
を
見
な
い
う
。
埼
玉
県
に
あ
る
通
認
ρ
凪

監

の
で
訴
の
任
命
。
し
か
も
、
山
u

「
国
立
婦
人
教
育
会
館
」

盟

同
省
内
で

HF
の

H女性
M

で
十
年
。
そ
の
後
、
文
部
省
の

盟

の
震
が
付
い
た
セ
ク
シ
ョ
ン
婦
人
教
育
線
、
現
在
、
男
女
共

コ
大
会
の
翌
年
な
ん
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
も
何
も
知
ら
な
く

て
、
世
の
中
に
は
、
す
ご
い
人

が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
」
。

も
と
も
と
、
社
会
教
育
の
現

掃
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
っ
た
o

d

嵐
山
H

オ
ー

プ
ン
の
年
、
非
常
勤
と
し
て
事

柴
田
聞
に
採
司
男
女
と
も
、
新

し
い
一
つ
の
も
の
を
ゼ
ロ
か
ち

作
町
下
ム
げ
杏
つ
と
い
22意
欲
に

燃
え
て
い
て
、
そ
と
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
七
八
年
、
正

規
職
員
に
採
用
。
五
周
年
の
婦

人
教
育
交
流
集
会
で
、
さ
窓
口

ま
な
学
習
活
動
成
果
が
翰
文
で

寄
せ
ら
れ
「
世
の
中
の
い
予
ん

な
と
こ
ろ
で
学
ん
で
行
動
し
て

い
る
乙
と
を
初
め
て
知
っ
て
、

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」
。

大
学
で
学
ん
だ
、
社
会
教
育
の

定
義
は
崩
れ
「
お
金
の
サ
ポ
ー

ト
#す
る
だ
り
で
な
く
、
求
め

が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
に
応
じ
る

り
、
行
政
機
関
で
婦
人
教
育
の

施
策
を
企
画
立
案
す
る
窟
要
性

を
知
る
。

「
い
い
時
期
に
恵
ま
れ
ま
し

た
」
と
い
う
が
、
乙
の
人
の
凄

い
と
軍
一
」
ろ
は
、
と
れ
ま
で
の
仕

事
を
ま
っ
さ
ち
な
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
ど
う
い
う
仕
事
な
の

か
を
理
解
し
、
足
的
忌
い
と
と

ろ
は
進
ん
で
勉
強
し
て
吸
収

し
、
素
直
に
感
動
し
て
き
た
と

と
ろ
。
だ
か
民
吋

H

初
め
て
H

の
経
験
が
多
い
。

「
今
度
の
仕
事
は
、
本
当
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
。
ま
だ
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を

し
十
内
べ
と
い
う
と
と
は
き
え

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
女
性
の
現

状
智
把
揮
し
て
い
く
と
と
だ
と

思
い
ま
す
。
何
が
、
文
教
胞
熊

の
中
で
必
寮
と
さ
れ
る
の
か
。

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
観

点
が
必
要
主
己
れ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
い
ろ
い

高d
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
か
色
」
o

y
あ
喜
つ
に
H

初
u
仕
事
に

チ
ャ
レ
、
話
す
る
か
楽
し
み
。

あ
な
た
の
知
り
た
い
こ
t
に
お
答
え
す
る

m
m
年
女
性
の
動
向
総
体
系

女
性
』
r
t
y
プ
の
企
聾
リ
ス
ト
企
揖
内
女
性
活
用
車
倒
件
ふ
刑
温
府
県
市
町
の
主
性
行
動

計
画
宵
児
、
介
瞳
休
講
告
仕
事
例
温
帯

-mtL串
・陸
軍
慰
安
捕
な
ど
の
勘
き
と
蹴
判

刊

!
Z主
主
月
日
以

2
7
8円
一
議
別
)

月
J
A
d
山
y
tn
h
市
川
+
草
十

年
間踊
脱
料
2
9
7
0
0
円
(
送
料
別
)

全
国
印
紙
の
新
聞
か
ら
女
性
の
情
報
ぞ
軒
広
〈
収
品
開
し
た
明
故
情
相
位
{
寺
印
刷企
画
〕
詳
し
〈
知
り
た

も
デ
ー
タ
責
料
/
知
勺
て
お
き
た
い
法
帝
/
今
月
期
り
た
い
抽
判
/
B
O
O
K
L
I
S
T
/
映画

カ
ゲ
の
仕
事
」
で
あ
る
と
と
を

痛
感
す
る
。
玄
部
省
に
生
震
学

習
局
が
で
き
た
時
、
本
省
に
移

同
参
画
室
に
な
っ
た
総
理
府
の

婦
人
間
題
担
霊
室
で
実
務
を
担

当
レ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
女
性

問
題

一
句
行
政
の
女
性
に
関

す
る
催
レ
な
ど
で
、
一
度
は
見

か
り
た
人
が
多
い
は
ず
だ
。

『女
性
政
策
関
前
回
宮
』
は
昨

年
七
月
、
当
時
。
婦
人
問
題
企

固
推
進
本
部
の
「
男
女
共
同
参

画
面
出
笠
宮
づ
く
り
に
関
す
る
推

進
体
制
の
盤
備
に
つ
い
て
」
に

対
応
し
た
も
の
。

主
に
、
女
性
に
か
か
わ
る
文

教
施
策
の
調
査
、
連
絡
、
男
女

共
同
委
画
型
社
会
形
成
に
む
け

て
の
事
業
の
総
合
的
な
企
画
、

教
育
関
係
団
体
・
委
員
会
へ
の

助
言
・
指
導
、
女
性
学
に
関
す

る
調
査
分
析
な
ど
、
そ
の
業
務

は
多
岐
に
わ
た
る
。

大
学
で
は
、
社
会
教
育
単
を

専
攻
し
、
民
間
に
就
職
。
ど
っ

し
て
女
だ
け
補
佐
抑
止
な
の
か
、

女
性
だ
け
が
お
茶
く
み
宇
与
u

る

の
は
な
ぜ
な
の
か
:
、
女
性
問

題
に
目
覚
め
た
。
『
あ
と
ち
』

に
出
入
り
し
て
リ
ブ
よ
り
少
し

後
の
人
達
と
知
り
合
っ
た
の
も

と
の
頃
の
こ
と
だ
。
「
メ
キ
シ

仕事はコーディネーター

文教施策に共同参画の視点を

一
年
間
の
女
性
の
動
き
を
集
約
し
た
ハ
ン
デ
ィ
な
資
料
誌
ノ

女
性
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年
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ゆ
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ち
に
傷
つ
け
る
の
か
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。
被
害
者
た
ち
の
求

川

切
に
起
乙
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
州
私
た
ち
は
良
月
B
日

(

真

珠

の

樹

罪

台

漏

償
で
す
。

な
出
来
事
で
は
な
い
。
出
あ
い

川
湾
攻
撃
の

5
・に

、

世

界
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日

本

政

府

は

日

本

人

の

箪

川

の

キ
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、

恋

変

の

キ

ス

、

あ
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川

要
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新
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川

意
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、
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川

さ

つ

の

キ

ス

、
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川
面

)

空

掲

載
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予
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で
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支

払

わ

山

川

ー
ー
さ
ま
ざ
ま
な
愛
に
あ
ふ
酬
で
い
ま
す
。
閣
内
外
の
市
民
の
れ
た
恩
給
の
総
額
は
ω
兆
円
に

川川

れ

、

感

動

を

与

え

る

。

酬

声

を

集

め

、

日

本

政

府

の

姿

勢

も

な

る

の

に

、

外

国

籍

の

被

害

川

世

界

の

写

真

家

加

入

の

名

作

川

護

雪

量

し

よ

う

f

者
に
は
会
主
払
わ
れ
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写
真
川
護
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ほ
か
、
マ
リ
リ
川
第
2
盗

界
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日

ま

せ
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右
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・
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、
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デ
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を
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人
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日
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義
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富

山

「
川
崎
沖
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文
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身
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つ
く
っ
た
お
で
す
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2

心

で

す
o
本
は
①
沖

zamク
「

美

喜

男

会

ふ

き

の

サ

ー
ビ
ス
、
著
書
サ

I

L

d
〆

/

太

夫

書

で
あ
る
「
雲
カ
ヰ
ュ
ラ
ム
は
「
気
が
か

す

柔

喝

乙

自

で

政

府

川

選

号

本

完

実

に

か

け

川

崎

市

に

は

戦

前

か

島

縄

県

5

2

5

縄

安

弘
働

y
i
E〕ス
に

つ

い

て

量

示

、

富

コ

川

ぬ

綴

多

;

ら

れ

量

者

女

り

チ

ご

ク

リ

ス

ト

」

「

自

己

は

喜

一

室

が

困

艦

夫

九

意

っ

て

い

;
iの出
稼

ぎ

労

働

者

z

i

i

i

mmam
仰

の
イ
ベ
ン
ト

・
第
5
回
一
「
老
人
1
ナ
ー
も
あ
る
。

山

総

総

長

紋

絞

倒

防

性

た
ち
個
々
人
に
、
誠
実
語
霊
」
「
女
性
の
翼
と
環
境
ち
へ
の
配
慮
に
責
任
書
ち
、
川
の
図
書
が
ち
ま
し
た
ち
、
ぜ
く
、
現
在
雪
、
3
世
中
心
に
学
、
警
等
を
中
心
に
集
室

m
Z
ン

i
?差別
日

は

朝

日

時

か

ら

長

青

山

総

÷

を

)

と

、

見

舞

金

高

な

く

義

変

化

」

「

職

場

と

語

の

心

構

申

告

基

的

?

ピ

ス

で

カ

川

ひ

長

考

」

約

{

が

住

ん

で

い

ま

し

弓

「

主

し

、

沖

縄

標

級
品
説
話
器
龍
一
本
今
龍
一
一
一
臨
時
、
佐
官
話
相
諮
問
問
船
艦
軒
並
龍
一
時

T

-
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掌
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ゆ

る
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君
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i
-
-

目
村

山

総
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に

提

出

し

弓

場

所

は

章

都

迎

賓

館

3

T

国

民

負

担

の

霊

に

努

め

川

越

親

離

翼

賛

約

l

?

1

方

円

高

さ

い

よ

」

と

に

来

れ

ば

事

聞

一

級

Zmm

開
か
れ
る

。

時

叩

分

か

ら

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

酬

重

春
問

F
P喜一
定
、
同
問
題
に
対
し
て
新

(
員
駅
下
車
)

O

希
望
者
は
る
、
な
と
り
項
目
を
量
。
酬
魁
蝿
咽
髄
醐
腿
て
替
え
ま
し
た
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同
時
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還
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で
き
る
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し

『一

川

2

1
1
l
a
t
e
-
-
-
j

J

E

川

園

圃

3
E岡
田
副
剖
持
軍

三

本

紙

後

援

習

は

日

時

か

ら

「
家
庭
で
で
、
地
域
で
老
事
一

E川
村

山

重

量

Z

出

一

日

高

人

の

会

は
呂
田

、

『

白

岡
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刻
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輔
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。
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写

真
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セ
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展

これもキス/曹がしっかりと男性
に口づ廿しているのにヨヨ曹/

()陸軍匹メアリ ・エレシ マーク)

キ
ス
シ
ー
ン
ば
か
り

「写
真
展

K
I
S
S」
と

い
う
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
写
真

と
エ
ッ
セ
イ
の
展
覧
会
が
開
か

れ
る
(
日
月
お
白
州
国
!
ロ
月
4

日
側
、
日
本
橋
三
持
主
催
・

毎
日
新
聞
社
、
企
画
制
作
・エ

イ
チ
・
ツ
1
・
オ
l
・
カ
ン
パ

ニ
ー
)
。

キ
ス
は
映
画
や
小
説
の
中
だ
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τ
f
p
~ー{
日
制

m-地
球
が

，註争

EミL

で
人
と
環
境
巳
や
さ
し
く

選
ん
だ

通産省クツド・デザイン商昂特別賞

「地球にやさしいデサーィン賞」

シ
一一「

〆
目
、
円相
寸

レギュラー (lIt庭用実回x2加、

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
@

-
よ
り
安
全
な
位
置
に
刃
を
変
更
し
、

安
全
性
を
高
め
ま
し
た
。

-
刃
を
簡
単
に
は
が
せ
る
工
夫
を
し
、

分
別
処
理
を
ス
ム
ー
ス
に
し
ま
し
た
。

サランラッファ

-
軽
い
力
で
簡
単
に
カ
ッ
ト
で
き
、
巻
き
戻
り
や

飛
び
出
し
を
防
ぐ
機
能
を
付
け
ま
し
た
。

旭化戚/ザランラッコ。販売{練}

(2) 

女の力を示すと

明鴨明鯛明開柳時

聞
に
答
え
、
今
、
ニ
ュ
l
ヨ
l
-

ク
に
北
京
N
G
O
へ
の
参
加
希

一

望
添
殺
到
、
確
嗣
郎
.
包
喧
付
が
一

連
れ
て
い
る
が
、
登
録
作
業
を
一

受

講

生

は

、

四

十

代

が

多

く

、

キ

チ

ン

と

進

め

る

の

で

ナ

イ

口

一

つ

い

で

五

十

代

、

一

一

平

代

だ

が

、

ピ

の

符

の

よ

う

な

、

ホ

テ

ル

が

一

六

十

代

、

ニ

十

代

の

受

購

隼

も

な

い

と

い

っ

た

混

乱

は

な

い

。

一

い

る

。

専

業

キ

薦

も

い

る

が

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

受

付

け

一

む
L
ろ

仕

事

宇

昌

博

っ

て

い

る

人

も

四

月

末

ま

で

行

コ

が

、

一

月

一

包

刀

が

多

い

。

半

ば

に

は

中

閣

の

ひ

ス

E
を
出
一

修

了

生

が

、

地

元

で

着

実

に

す

予

定

な

の

で

、

同

じ

よ

う

な

一

が

ん

ば

り

、

広

島

県

の

女

性

進

タ

イ

プ

の

ワ

l

f

v

ョ

ッ

プ

が

一

出

の

一

誠

を

面

白

っ

て

い

る

の

が

あ

れ

ば

、

共

同

開

催

な

ど

を

話

一

自

慢

。

昨

年

ま

で

の

修

了

生

中

、

し

毒

つ

こ

と

も

可

能

だ

る

つ

。

一

審

蟻

会

等

の

蚕

買

を

務

め

て

い

開

会

式

は

、

今

ま

で

の

大

会

一

る

人

が

、

県

関

係

十

七

人

、

市

(

メ

キ

シ

コ

、

コ

ベ

ン

ハ

l

ゲ

一

町
村
三
十
四
人
、
そ
の
他
三
人
。

ン
、
ナ
イ
ロ
ビ
)
の
開
催
地
と
、
一

鰐

師

や

パ

朱

リ

ス

ト

等

を

務

め

北

京

の

代

表

の

あ

い

さ

つ

が

あ

一

た

人

が

二

十

五

人

。

そ

の

他

、

り

、

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

一

地

域

の

さ

ま

芦

Z

E

な

会

や

グ

ル

語

っ

た

。

そ

し

て

「

奇

ま

で

否

花

火

な

ど

が

あ

る

。

一

l

プ

で

活

動

。

さ

ら

に

学

習

を

定

的

な

犠

牲

者

的

存

在

と

み

ら

話

し

あ

い

、

討

織

の

分

科

会

一

と
、
大
学
へ
再
入
学
し
た
入
、
一
第
四
回
世
界
女
性
会
纏

・
N

た
も
の
。
北
京
の
女
態
語
に
れ
て
き
た
女
性
が
、
世
界
へ
貫
だ
け
で
な
く
、
夜
に
は
「
女
性
一

大
学
院
で
研
究
を
し
て
い
る
人
一

G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
北
京
明
事
務
っ
き
「
冷
戦
が
終
わ
っ
て
後
、
献
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
と
を
の
作
曲
に
よ
笠
宮
楽
の
夕
、
へ
」
一

も
い
る
。
同
窓
会
も
作
ち
れ
、
一
局
長
、
ア
イ
リ
l
ン
・
サ
ン
チ
初
め
て
-
の
女
性
大
会
で
あ
り
、
一
事
す
時
。
男
性
の
行
動
パ
タ
l
「
ア
ラ
ブ
や
カ
リ
プ
の
ダ
ン
ス
一

修
7
生
ど
っ
し
の
ネ
一
ッ
ト
ワ
l
一
ャ
ゴ
さ
ん
に

[
N
G
Oフ
ォ
1
ア
ジ
ア
で

C
初
め
て
の
大
会
で
ン
は
、
一
つ
の
こ
と
の
み
推
進
の
タ
ベ
」
「
女
性
政
治
家
の
タ

一
ド

ク
を
は
か
っ
て
い
る
。
一
ラ
ム
に
つ
い
て
聞
く
会
」
が
十
あ
る
」
。
「
リ
オ
の
環
境
会
磯
だ
が
、
女
性
は
多
く
の
仕
事
を
ベ
」
や
国
際
歎
鱈
コ
ン
テ
ス
ト

一
平

「
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学
」
つ
一
月
二
十
四
日
、
総
理
府
で
行
わ
以
後
N
G
Oの
経
験
や
知
識
が
一
時
に
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
等
が
あ
り
、
日
本
か
ち
の
参
加
一
寸

ぎ
の
巨
様
は
、
県
北
地
方
(
=
二
れ
た
(
世
界
女
性
会
蹟
日
本
国
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
験
を
、
も
期
待
し
て
い
る
な
ど
、
楽
し
一
リ

次
市
)
に
分
校
を
つ
く
る
と
三
塁
N
G
O部
会
主
儲
)
。
サ
な
っ
た
」
「
北
京
・

N
G
O
へ
世
界
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
生
い
催
し
も
目
白
押
し
に
な
っ
て
一
円

三
校
体
制
に
な
れ
ば
県
の
ほ
と
一
ン
チ
ャ
ゴ
さ
ん
は
、
東
ア
ジ
ア
の
道
は
、
行
動
綱
領
の
影
醤
を
か
す
べ
き
だ
」
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
い
る
こ
と
を
波
露
し
た
。
一
一唱
一

ん

ど

の

地

容

を

カ

バ

ー

で

き

る

一

女

性

フ

ォ

ー

ラ

ム

東

京

シ

ン

ポ

全

世

界

に

ひ

ろ

め

、

女

性

の

還

に

強

調

し

た

。

一

斉

と

夢

は

大

き

い

。

一

ジ

ウ

ム

に

出

麿

の

た

め

来

日

レ

動

を

虐

発

に

す

急

だ

る

つ

」

と

会

場

か

ち

の

さ

ま

ざ

ま

な

寅

一

当

三三
三喜一
一2
三三
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h
h
J

民
意
字
片
ム
正
に
反
映
し
な
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。
一
回世

ke也
院
本
主
正
司

L
U
A
f
r・
吊
膚
】

F
7
3
九
十

衆
院
選
挙
が
始
ま
る
と
い
う
こ
愚
優
に
「
事
献
金
を
毒
一

U

J
F
5
ι
b
l旧
um回
目
月

J
巧
、
色
@
m
T
V
1
旬

a
d
I
J
'
h

と
。
政
治
改
革
四
法
で
は
腐
敗
ま
ま
に
し
て
政
党
助
成
等
脊
盤
一
立

防
止
で
き
な
い
。
す
で
に
ザ
ル

D込
ん
だ
改
革
四
法
案
に
国
民
一

μ

ザ

ル

法

の

政

治

改

革

四

法

法
で
あ
る
こ
と
か
証
明
さ
れ
て
は
納
得
で
き
な
い
」
な
ど
五
豆
半

お
り
、
新
し
い
腐
敗
政
治
の

一

回
の
意
志
表
明
を
待
っ
た
。
一
匙
-

関
連
法
案
を
適
す
と
と
に
あ
ベ
l
ジ
が
開
か
れ
よ
う
と
L
て

4.，山一
言

る
o
中
で
も
区
割
り
案
は
「
誰
い
る
」
と
指
摘
。
国
民
の
闘
い

L
ー、
4
瑚
岡
島
!
」
一

一註

も
三
百
九
億
円
の
政
党
助
成
金
は
と
れ
か
ら
だ
。
「
私
た
ち
の

F
晶
跡
齢
闘
輔
副
量
置
一

一惑し

が
欲
し
い
の
で
九
九
・
九
必
通
手
で
真
の
政
治
改
革
の

一
ベ
l
i
l
t
E
恥
闘
術
嗣
幽
圃
二
詮

る
だ
ろ
う
。
も
コ
武
田
町
に
は
ジ
を
開
と
う
」
と
呼
び
か
り
た

o
U
E勧
日
M
・

圃

国

一

註

政
治
改
革
は
山
を
越
し
た
と
い
話
し
合
い
の
中
で
は
情
報
公
内
川
四

1
4

・a一
軍

う
ム
1
ド
が
号
、
そ
れ
が
置
塁
、
事
・
汚
職
事
件
等
の

圃

ナ

中

国

ト

a

一
角

民
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
裁
判
の
泡
速
性
、
連
臨
笹
の
強

F

詑
土
圃
i
-b
v

一
井

士
宮
帰
簡
を
す
る
紀
平
障
子
一
言

小
選
挙
区
制
の
導
入
で
来
年
か
化
な
ど
セ
キ
を
切
っ
た
よ
う
に

Z言
葉

章

一
手

を
ま
喜
善
2
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
8
2
2
2
Z
Z
2
2
2
2
2

一
正
ぃ

od
と
銘
う
っ
た
新
観
光
キ
ャ
一
号

咽
相

aFSι

、

一

一

'
ト
l
1
ナ
ト
|
j
ン
ベ
l
ン
を
開
始
し
た
と
し
一
Z
F

臨

幽

主

主

ト

一
三

ょ

っ

一
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
活
動
家
た

-
1

E圃
副
島
ヤ
ム

ぷ

正

l
l
t
t

干
|
|
七

t

一

ち
は
抗
織
し
て
い
る
。

l
il

i

-
-

'I
l
l
i
-
-
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
組
織
ガ
プ
リ

「
川
パ
川

U
U汁
ぺ
」

と
勾
行
事
に
反
対
し
た
。
エ
ラ
は
、
ラ
モ
ス
大
統
領
を
頃

一
フ

ィ

リ

ピ

ン

一

「
ぃl
l
l
い
ハ
い
ド
」

マ
ル
コ
ス
政
権
は
一
九
七
四
際
的
ぽ
ん
引
き
H

と
呼
ん
で
、

五
月
、
マ
-
一
ラ
で
行
わ
れ
た
年
の
マ
ニ
ラ
に
お
り
る
ミ
ス
ユ
観
光
開
発
に
名

き
第四回世界女性会議・ NGO事務局長
アイリーン・サンチャコさんが来日

「北京NGOにどうぞjと語るサンチャゴさん(右)組理府で

地
域
の
核
と
な
り
活
動

〈日曜日〉

本
格
的
講
議
、

川
柳
人
が
修
了

男
女
共
同
参
画
整
E
づ
く
り
に
活
動
を
つ
づ
げ
て
い
る
人
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
大
き
か
っ
た
。
四
十
八
人
の
定

は
女
性
の
学
習
か
ら
。
ど
の
地
多
い
。

方
針
決
定
の
場
へ
の
参
加
が
期
員
に
応
募
者
百
二
十
八
人
。
し

方
自
語
体
も
女
性
問
題
掲
亘
の
さ
き
ご
ろ一
、
日
本
女
子
整
言
待
で
き
る
戸
庄
を
養
成
す
る
の
ぼ
り
に
し
ぼ
っ
て
五
十
七
人
の

セ
ク
シ
ョ
ン
平
、
女
性
セ
ン
タ
教
育
会
主
催
者
、
「
女
性
と
学
習
」

が
目
的
斗
人
材
養
成
課
程
」は
、
室
岡
問
者
に
。
夫
の
転
勤
、
老
親

l
春
作
り
、
女
性
問
題
の
学
習
と
い
う
研
究
懇
宗
行
わ
れ
た
一
年
間
毎
月
二
回
(
年
二
十
四
が
倒
れ
た
辱
で
や
む
な
く
来
れ

会
岸
」
行
っ
て
い
る
と
と
ろ
は
多
が
、
安
説
事
例
と
し
て
「
ひ
ろ
回
)
、
日
曜
日
の
午
前
午
後
開
な
い
人
も
あ
り
、
最
後
の
翰
文

い
。
だ
が
大
て
い
は
単
発
あ
る
し
ま
女
性
大
学
」
が
と
り
あ
げ

m。
ま
ず
女
性
問
題
を
学
ぶ
視
で
少
レ
オ
チ
コ
ボ
れ
た
と
い
う

い
は
せ
い
ぜ
い
数
回
連
続
の
学
ら
れ
、
発
表
し
た
側
広
島
県
女
点
か
ら
入
り
、
女
性
史
、
政
治
、
が
、
五
十
一

λ
が
修
了
。
無
欠

習
会
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
広
島
裳
議
事
務
局
次
長

・
田
辺
伶
人
権
、
福
祉
と
い
っ
た
女
性
学
席
の
人
も
多
か
っ
た
。
二
期
は

県
で
待
っ
て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
平
去
」
ん
に
参
加
者
か
ら
質
問
が
の
す
べ
て
を
纂
本
か
ち
み
っ
ち
少
し
応
募
が
減
っ
た
が
そ
れ
で

女
偉
大
学
」
は
一
年
間
連
続
、
相
次
い
だ
。
り
一
学
ぶ
。
「
表
現
」
も
欠
か
せ
も
也
十
一
人
|
|
。

月
二
園
、
一
日
四
時
間
ぴ
っ
た
「
ひ
ろ
し
ま
女
性
大
学
」
の
な
い
学
習
課
題
だ
。
最
後
は
総
広
島
県
は
広
い
の
に
広
島
市

り
の
網
議
。
後
期
は
ゼ
ミ
形
式
開
網
は
一
九
八
九
年
九
月
。
と
仕
上
げ
の
論
文
発
表
。
〈
費
用
だ
り
で
は
と
い
う
聞
に
応
え
、

も
と
り
入
れ
、
修
7
論
文
を
出
の
年
の
四
月
、
広
島
園
山
内
の
女
は
当
時
一
年
で
四
千
円
)
。
地

昨
年
度
の
第
五
回
か
ら
、
広
島

す
と
い
う
本
格
的
な
も
の
。
す
性
団
体
が
団
結
し
て
推
進
し
た
理
的
、
時
間
的
に
通
学
で
き
な
県
東
部
の
福
山
市
に
拘
緑
主
B
L

開

で
に
五
期
を
終
え
(
現
在
六
期
女
俳
総
合
セ
ン
タ
ー
「
エ
ソ
l
い
人
の
た
め
に
「
通
信
課
程
」
校
す
る
乙
と
に
し
た
。
乙
の
地

開
校
中
)
、
三
百
名
逗
く
の
修
ル
広
島
」
(
広
島
市
中
区
富
士
も
設
置
し
た
。
半
年
間
、
通
信
域
の
女
性
た
ち
の
期
待
は
大
き

了
生
を
送
り
出
し
た
。
修
了
後
、
見
町
)
が
完
成
。
そ
の
運
営
に
教
育
で
自
習
、
六
通
の
レ
ポ
1
く
、
分
校
の
定
員
二
十
四
人
に

県
や
市
町
村
の
審
議
会
等
の
委
あ
た
る
側
広
島
県
女
性
会
議
の
ト
を
作
成
(
費
用
二
千
円
)
。
八
十
五
人
か
ら
の
希
望
が
あ
っ

買
に
な
る
な
ど
、
地
域
で
活
発
活
動
と
し
て
企
薗
さ
れ
た
。
広
島
の
女
性
た
ち
の
期
待
は
た
。
と
の
年
か
ら
通
信
制
も
修

・

・

:

・

:

l

l

p

卜
l

E

4

L

E

E

-

?
期
限
一
年
に
(
現
在
曹
司
人

女
陸
と
芋
菌
研
究
集
会
J
材
養
成
課
程
」
一
万
二
千
円
、

-

e

a

{
4
-
て
・

-
A
1
4
1
d
J
:

'『
I

「通
信
制
」
五
平
円
)
。

1994年 10月 30日

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
聞
く
会

安署 f、来斤限切

書官

リ
ク
ル
ー
ト
、
佐
川
、
ゼ
ネ

コ
ン
と
続
く
政
治
疑
獄

・
疑
惑

事
件
に
国
民
は
怒
り
、
政
治
不

信
が
広
が
っ
た
。
ゆ
」

puた
政

治
腐
敗
の
根
を
断
ち
切
る
た
め

に
始
ま
っ
た
政
治
改
革
だ
が
、

政
争
の
具
に
使
わ
れ
、
国
民
が

望
む
も
の
と
は
違
う
方
向
に
進

ん
で
い
る
。
し
か
も
、
九
月
二

十
七
日
、
リ
ク
ル
ー
ト
疑
獄
の
、

藤
波
判
決

「無
罪
」
。

こ
う
し
た
状
回
に
、
汚
織
に

関
係
し
た
候
補
者
に
投
票
し
な

い
運
動
を
す
す
め
愛
吉
(
参
加

団
体
十
五
)
は
、
二
十
四
日
、

参
院
緩
員
会
館
で
「
こ
の
『
政

治
改
革
』
で
金
楢
腐
敗
の
栂
は

絶
て
る
か

f
ー
ー
藤
被
判
決
を

考
え
る
」
集
会
を
開
き
、
参
加

者
と
意
見
交
換
を
し
、
金
権
腐

敗
の
根
字
経
つ
た
め
の
決
意
表

明
を
得
っ
た
。

ま
ず
、
政
治
改
革
四
法
を
含

め
た
政
治
状
祝
に
つ
い
て
高
橋

禅
起
徳
島
文
理
大
教
授
が
鰐

演
。
今
の
菌
会
の
狙
い
は
、
小

選
挙
区
の
区
割
り
案
、
税
制
改

革
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

ゆ開時

ひろしさま女浅火学

電守

国

直

釜~

明fWVSW明

乙
の
十
月
、
文
部
省
婦
人
教
で
あ
る
。

一
育
銀
内
に
配
歯
さ
れ
た
『
女
性
鈴
木
さ
ん
の
顔
を
毘
て
「
あ

一
政
熊
調
盤
富
』
に
な
っ
た
。
他

つ
/」

と
一
言
う
人
は
多
い
と
思

D
一
の
省
庁
に
も
ま
だ
例
を
見
な
い
う
。
埼
玉
県
に
あ
る
通
認
ρ
凪

監

の
で
訴
の
任
命
。
し
か
も
、
山
u

「
国
立
婦
人
教
育
会
館
」

盟

同
省
内
で

HF
の

H女性
M

で
十
年
。
そ
の
後
、
文
部
省
の

盟

の
震
が
付
い
た
セ
ク
シ
ョ
ン
婦
人
教
育
線
、
現
在
、
男
女
共

コ
大
会
の
翌
年
な
ん
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
も
何
も
知
ら
な
く

て
、
世
の
中
に
は
、
す
ご
い
人

が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
」
。

も
と
も
と
、
社
会
教
育
の
現

掃
で
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
っ
た
o

d

嵐
山
H

オ
ー

プ
ン
の
年
、
非
常
勤
と
し
て
事

柴
田
聞
に
採
司
男
女
と
も
、
新

し
い
一
つ
の
も
の
を
ゼ
ロ
か
ち

作
町
下
ム
げ
杏
つ
と
い
22意
欲
に

燃
え
て
い
て
、
そ
と
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
七
八
年
、
正

規
職
員
に
採
用
。
五
周
年
の
婦

人
教
育
交
流
集
会
で
、
さ
窓
口

ま
な
学
習
活
動
成
果
が
翰
文
で

寄
せ
ら
れ
「
世
の
中
の
い
予
ん

な
と
こ
ろ
で
学
ん
で
行
動
し
て

い
る
乙
と
を
初
め
て
知
っ
て
、

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」
。

大
学
で
学
ん
だ
、
社
会
教
育
の

定
義
は
崩
れ
「
お
金
の
サ
ポ
ー

ト
#す
る
だ
り
で
な
く
、
求
め

が
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
に
応
じ
る

り
、
行
政
機
関
で
婦
人
教
育
の

施
策
を
企
画
立
案
す
る
窟
要
性

を
知
る
。

「
い
い
時
期
に
恵
ま
れ
ま
し

た
」
と
い
う
が
、
乙
の
人
の
凄

い
と
軍
一
」
ろ
は
、
と
れ
ま
で
の
仕

事
を
ま
っ
さ
ち
な
気
持
ち
で
取

り
組
ん
で
ど
う
い
う
仕
事
な
の

か
を
理
解
し
、
足
的
忌
い
と
と

ろ
は
進
ん
で
勉
強
し
て
吸
収

し
、
素
直
に
感
動
し
て
き
た
と

と
ろ
。
だ
か
民
吋

H

初
め
て
H

の
経
験
が
多
い
。

「
今
度
の
仕
事
は
、
本
当
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
。
ま
だ
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を

し
十
内
べ
と
い
う
と
と
は
き
え

ま
せ
ん
が
、
ま
ず
、
女
性
の
現

状
智
把
揮
し
て
い
く
と
と
だ
と

思
い
ま
す
。
何
が
、
文
教
胞
熊

の
中
で
必
寮
と
さ
れ
る
の
か
。

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る
観

点
が
必
要
主
己
れ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
い
ろ
い

高d
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
か
色
」
o

y
あ
喜
つ
に
H

初
u
仕
事
に

チ
ャ
レ
、
話
す
る
か
楽
し
み
。

あ
な
た
の
知
り
た
い
こ
t
に
お
答
え
す
る

m
m
年
女
性
の
動
向
総
体
系

女
性
』
r
t
y
プ
の
企
聾
リ
ス
ト
企
揖
内
女
性
活
用
車
倒
件
ふ
刑
温
府
県
市
町
の
主
性
行
動

計
画
宵
児
、
介
瞳
休
講
告
仕
事
例
温
帯

-mtL串
・陸
軍
慰
安
捕
な
ど
の
勘
き
と
蹴
判

刊

!
Z主
主
月
日
以

2
7
8円
一
議
別
)

月
J
A
d
山
y
tn
h
市
川
+
草
十

年
間踊
脱
料
2
9
7
0
0
円
(
送
料
別
)

全
国
印
紙
の
新
聞
か
ら
女
性
の
情
報
ぞ
軒
広
〈
収
品
開
し
た
明
故
情
相
位
{
寺
印
刷企
画
〕
詳
し
〈
知
り
た

も
デ
ー
タ
責
料
/
知
勺
て
お
き
た
い
法
帝
/
今
月
期
り
た
い
抽
判
/
B
O
O
K
L
I
S
T
/
映画

カ
ゲ
の
仕
事
」
で
あ
る
と
と
を

痛
感
す
る
。
玄
部
省
に
生
震
学

習
局
が
で
き
た
時
、
本
省
に
移

同
参
画
室
に
な
っ
た
総
理
府
の

婦
人
間
題
担
霊
室
で
実
務
を
担

当
レ
た
。
言
う
な
れ
ば
、
女
性

問
題

一
句
行
政
の
女
性
に
関

す
る
催
レ
な
ど
で
、
一
度
は
見

か
り
た
人
が
多
い
は
ず
だ
。

『女
性
政
策
関
前
回
宮
』
は
昨

年
七
月
、
当
時
。
婦
人
問
題
企

固
推
進
本
部
の
「
男
女
共
同
参

画
面
出
笠
宮
づ
く
り
に
関
す
る
推

進
体
制
の
盤
備
に
つ
い
て
」
に

対
応
し
た
も
の
。

主
に
、
女
性
に
か
か
わ
る
文

教
施
策
の
調
査
、
連
絡
、
男
女

共
同
委
画
型
社
会
形
成
に
む
け

て
の
事
業
の
総
合
的
な
企
画
、

教
育
関
係
団
体
・
委
員
会
へ
の

助
言
・
指
導
、
女
性
学
に
関
す

る
調
査
分
析
な
ど
、
そ
の
業
務

は
多
岐
に
わ
た
る
。

大
学
で
は
、
社
会
教
育
単
を

専
攻
し
、
民
間
に
就
職
。
ど
っ

し
て
女
だ
け
補
佐
抑
止
な
の
か
、

女
性
だ
け
が
お
茶
く
み
宇
与
u

る

の
は
な
ぜ
な
の
か
:
、
女
性
問

題
に
目
覚
め
た
。
『
あ
と
ち
』

に
出
入
り
し
て
リ
ブ
よ
り
少
し

後
の
人
達
と
知
り
合
っ
た
の
も

と
の
頃
の
こ
と
だ
。
「
メ
キ
シ

仕事はコーディネーター

文教施策に共同参画の視点を

一
年
間
の
女
性
の
動
き
を
集
約
し
た
ハ
ン
デ
ィ
な
資
料
誌
ノ

女
性
情
報
年
鑑
ゆ

-

J
一
九
九
四
年
版
詰

併

町

議

宮

IR…
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木

優
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第 1079き

ち
に
傷
つ
け
る
の
か
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。
被
害
者
た
ち
の
求

川

切
に
起
乙
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
州
私
た
ち
は
良
月
B
日

(

真

珠

の

樹

罪

台

漏

償
で
す
。

な
出
来
事
で
は
な
い
。
出
あ
い

川
湾
攻
撃
の

5
・に

、

世

界

の

主

日

本

政

府

は

日

本

人

の

箪

川

の

キ

ス

、

恋

変

の

キ

ス

、

あ

い

川

要

な

新

聞

に

川

意

見

広

告

(

全

人

、

遺
族
に
は
全
で
個
人
補
償

川

さ

つ

の

キ

ス

、

別

れ

の

キ

ス

川
面

)

空

掲

載

す

皆

予

定

を

た

て

で

乙

た

え

、

こ

れ

ま

で

支

払

わ

山

川

ー
ー
さ
ま
ざ
ま
な
愛
に
あ
ふ
酬
で
い
ま
す
。
閣
内
外
の
市
民
の
れ
た
恩
給
の
総
額
は
ω
兆
円
に

川川

れ

、

感

動

を

与

え

る

。

酬

声

を

集

め

、

日

本

政

府

の

姿

勢

も

な

る

の

に

、

外

国

籍

の

被

害

川

世

界

の

写

真

家

加

入

の

名

作

川

護

雪

量

し

よ

う

f

者
に
は
会
主
払
わ
れ
て
い

写
真
川
護
の
ほ
か
、
マ
リ
リ
川
第
2
盗

界

大

戦

中

の

旧

日

ま

せ

ん

。
護
軍
の
右
一
さ
ん

川

ン

・

モ

ン

ロ

ー

、

ダ

イ

ア

ン

・

川

本

箪

に

よ

る

ア

ジ

ア

太

平

洋

地

は

、

戦

前

か

ろ

日

本

に

居

住

し

レ
イ
ン
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
l
州
域
の
人
々
へ
の
人
権
際
問
(
じ
て
い
ま
寸
か
、
輸
国
籍
の
た
め

川川

ホ

ル

な

ど

著

名

人

の

キ

ス

シ

l

川

ゅ

う

り

ん

)

に

、

日

本

政

府

は

思

給

零

で

す

。
間
レ
ベ
ル
の
B

ン

を

展

示

。

川

「

民

間

募

金

に

よ

る

見

舞

金

本

人

に

は

年

・

2
5万
円
F

川

ほ

か

に

犯

人

の

有

名

人

宮

山

に

よ

っ

て

嬰

婦

問

題

の

決

着

と

の

よ

在

不

条

理

は

改

め

州

ス
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
毘
酬
を
図
ろ
う
と
し
で
い
ま
す
。
来
ね
ば
な
皇
ま
せ
ん
。

一事
(
予
定
君
、
お
す
ぎ
、
ピ
l

川

年

度

予

算

が

決

定

さ

れ

る

ロ

月

質

問

者

は

個

人

l

ロ

日

目

川

コ

、

山

田

詠

美

、

吉

待

相

子

、

川

い

っ

ぱ

い

か

ヤ

マ

場

で

す

。

0
円
、
団
体
l
ロ
l
方
円
。
間

川

淀

川

長

治

さ

ん

ほ

か

〉

0

川

在

臼

韓

国

人

元

慰

安

婦

・
宋

合

せ

・

戦

後

補

償

実

現

国

際

キ

川

ち

ょ

っ

と

風

が

わ

何

で

ロ

マ

川

神

道

さ

ん

は

「

民

間

募

金

な

ど

ャ

ン

ペ

ー

ヒ

TW
東
京
都
干
代

川

ン

テ

ィ

ッ

ク

o
ハ
l
ト
を
あ
っ
川
で
は
周
囲
か
る
白
い
眼
で
見
ら
め
て
い
る
の
は
、
国
家
責
任
を
田
区
飯
田
橋
4
1
5
1
M
m
l仰

川

た

か

く

す

る

こ

の

屋

覧

会

に

ぜ

馴

れ

る

だ

り

刊
私
党
ち
の
心
を
さ
明
確
に
し
た
上
で
の
日
本
政
府

E
ω
-
R
Hd

J
Q
4
87
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=

z

吾

川

ひ

、

と

は

企

画

者

の

弁

。
入
場
川
=
=
一
三
一
三
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三
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室
長
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務
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受
義
援
委
託

刊当f
M
1
H
比一
資料室長の寄贈を

言

語

私

!
H
て

川

1
・
3
31
L
l

川

住

む

座

聖

子

3、
里

H19
堂
〈
ψ
傍
e
p
d
v〈
M

W

E

E
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E
-
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川

沖

縄

の

す

べ

て

が

わ

か

る

場

所

に

!

っ

て

収

集

i

m

「M
F

川

喜

服

し

て

殺

人

に

2

6

日

聞

き

1

義

値

よ

げ

富

山

「
川
崎
沖
縄
議
文
芸
館

身
事
つ
く
っ
た
お
で
す
0

0

2

心

で

す
o
本
は
①
沖

zamク
「

美

喜

男

会

ふ

き

の

サ

ー
ビ
ス
、
著
書
サ

I

L

d
〆

/

太

夫

書

で
あ
る
「
雲
カ
ヰ
ュ
ラ
ム
は
「
気
が
か

す

柔

喝

乙

自

で

政

府

川

選

号

本

完

実

に

か

け

川

崎

市

に

は

戦

前

か

島

縄

県

5

2

5

縄

安

弘
働

y
i
E〕ス
に

つ

い

て

量

示

、

富

コ

川

ぬ

綴

多

;

ら

れ

量

者

女

り

チ

ご

ク

リ

ス

ト

」

「

自

己

は

喜

一

室

が

困

艦

夫

九

意

っ

て

い

;
iの出
稼

ぎ

労

働

者

z

i

i

i

mmam
仰

の
イ
ベ
ン
ト

・
第
5
回
一
「
老
人
1
ナ
ー
も
あ
る
。

山

総

総

長

紋

絞

倒

防

性

た
ち
個
々
人
に
、
誠
実
語
霊
」
「
女
性
の
翼
と
環
境
ち
へ
の
配
慮
に
責
任
書
ち
、
川
の
図
書
が
ち
ま
し
た
ち
、
ぜ
く
、
現
在
雪
、
3
世
中
心
に
学
、
警
等
を
中
心
に
集
室

m
Z
ン

i
?差別
日

は

朝

日

時

か

ら

長

青

山

総

÷

を

)

と

、

見

舞

金

高

な

く

義

変

化

」

「

職

場

と

語

の

心

構

申

告

基

的

?

ピ

ス

で

カ

川

ひ

長

考

」

約

{

が

住

ん

で

い

ま

し

弓

「

主

し

、

沖

縄

標

級
品
説
話
器
龍
一
本
今
龍
一
一
一
臨
時
、
佐
官
話
相
諮
問
問
船
艦
軒
並
龍
一
時

T

-

z

Z

掌
(
小
田
急
-Z

E

)

で

ゆ

る

た
君

討

論

b

z

a

i
-
-

目
村

山

総

理

に

提

出

し

弓

場

所

は

章

都

迎

賓

館

3

T

国

民

負

担

の

霊

に

努

め

川

越

親

離

翼

賛

約

l

?

1

方

円

高

さ

い

よ

」

と

に

来

れ

ば

事

聞

一

級

Zmm

開
か
れ
る

。

時

叩

分

か

ら

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

酬

重

春
問

F
P喜一
定
、
同
問
題
に
対
し
て
新

(
員
駅
下
車
)

O

希
望
者
は
る
、
な
と
り
項
目
を
量
。
酬
魁
蝿
咽
髄
醐
腿
て
替
え
ま
し
た
。
同
時
に
返
還
す
べ
て
理
解
で
き
る
警
に
し

『一

川

2

1
1
l
a
t
e
-
-
-
j

J

E

川

園

圃

3
E岡
田
副
剖
持
軍

三

本

紙

後

援

習

は

日

時

か

ら

「
家
庭
で
で
、
地
域
で
老
事
一

E川
村

山

重

量

Z

出

一

日

高

人

の

会

は
呂
田

、

『

白

岡

重

量

賢

官
・

2

一

刻

量

生

護

団

河

魁

輔

議

後

も

な

お

日

本

に

号

室

た

い

宅

」

と

陸

空

は

協

耕

一

で

き
る
介
護
、
介
助
の
体
験
鱗
め
の
-
一
草
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
霊
州

I

l

l

l

1

1

1

L

本
政
府
が
喜
の
侵
略
戦
争
を
3
7
74
-
R
R
E割
、

者
援
要
の
制
定
を
。
政

府

は

川

岡

〓

齢

制

童

の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
沖
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

員

一

墜

を

開

き
、
事
で
は
食
事

と
霊
性
を
具
体
的
に
語
し
合
川
売
買
春

富

と
と
り
く
む
会
認
め
、
国
益
任
を
明
確
に
し
F
A
X
閃
・
3
7
74

6

6
他
の
被

雪

の
バ
ラ
ン
ス
上
川
圃
謡
器
開
脳
陣
縄
の
一
実
態
空
尽
く
伝
え
る
た
め
問
合
せ
監
さ
ん
H
川
崎

、

一

伺

う
o

川

(
問
団
体
)

健

語

「

軍

隊

た

国

会

議

員

喜

を

つ

l

l
(

富

、

今

井

)

へ

。

宅

失

望

続

り

て

い

る

が

、

ヰ

パ

犠

菌

:

市

川

崎

星

田

?
?
B

J

一

円

U

伊

川

出

席

は

西
村
秀
俊
(
朝
日
新
耐

慰
安
婦
」

問
題
解
決
策
を
、
平
く
っ
て
餓
意
あ
る
謝
罪
と
借
入
立
川
護
E
z
a
i
y
」
れ
は
自
に
稽
只
し
ゃ
乙
う
)
川
園
臨
型
開
閉

wm
川
崎
沖
縄
労
働
文
化
会
館
H
川
官
側

・

3

5

6

1

3
0

z

E

r

，vv
記

、

-F
圃

ア
エ
ラ
晃
行
室
長
、
雲
)
川
和
友
好
章
菌
室
間
基
金
繍
償
」
柔
め

天上の車!?
(揖覇~7ラン・グラン卜)
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一

風

変

わ

っ

た

写

真

&

エ

ッ

セ

イ

展

これもキス/曹がしっかりと男性
に口づ廿しているのにヨヨ曹/

()陸軍匹メアリ ・エレシ マーク)

キ
ス
シ
ー
ン
ば
か
り

「写
真
展

K
I
S
S」
と

い
う
い
っ
ぷ
う
変
わ
っ
た
写
真

と
エ
ッ
セ
イ
の
展
覧
会
が
開
か

れ
る
(
日
月
お
白
州
国
!
ロ
月
4

日
側
、
日
本
橋
三
持
主
催
・

毎
日
新
聞
社
、
企
画
制
作
・エ

イ
チ
・
ツ
1
・
オ
l
・
カ
ン
パ

ニ
ー
)
。

キ
ス
は
映
画
や
小
説
の
中
だ

(車3種郵置物院可}

o 
d込

世
判
別
札
制

M
MF日
目
B
制
問
団
判
例
広
臥
巳

-f _F: 

つ

、

新しい事E太〈んは.乾嫌時聞をく'っと縮めて
4kg約40分の実力でましか也ファジィ制御で、
衣額の量や賞、湿り具合を見分けて‘ガスの

熔焼量や時間もきめ細かく自動股定.速いの

に.衣頚にはやさしい.繭で也、ilでも、靭で色.
忙しくても。事Eかなかったら乾かしましょう。

。

吾害医区民互主w-

雨でも唄ってLスピード乾燥。
聞がどうであれ涜濯物はでる師、 必ム心w
咽抗日る。新しい範太〈んU:4k，駒 内五'"，i，草Z芳?
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鎗J乾かせなかったh 舵かしましょうり ，v V'¥ 
朝でも唄って、スピード乾燥。
あわただしい瓢な田に、今回色遣・防衛 r~ 
が必要とカは.よ〈ある信。乾*<ん o> JJ，. ifo 
があれば、あわてなが勺もすばや〈舵.<lト 冬耳AJ'

録。'もう、昨日のヲちに曾いなさいよ吋 ¥ '1. ¥ 

忙しくても唄っtスヒード舵爆。
二れか句お出後札沈漕物は干した. 。 軍l̂止、
.. 'お天気は、ときどきあっきリ裏切る 9捗官官在~
L.，舵太〈んなら、省出船け前でも後で 71// 凡、、
も、お天気U¥にゼ祇ゆっ〈均と旋嫌。 .11 ¥' 

夜でも吸って、スピード乾嫌。
お仕事告お持、の奥機<1'夜だけど淀 、.~'J-
漕」するJ二とも。ニんどの舵京〈んは、パ F 再彬q
スタイムの聞にも舵銀総7.火力も強い い百~~、》〆/

舵太〈ん<1.積薗効果も日光と同じでも ¥、主文でX

』輔目白地調崎櫛叫ゆい;..""幽也-崎町幽司、鋤抑制

321ミfrifJZJLZ)新/霊/場 問。"悶川'"'町田f'o'''''.".，山田，c..AII RIa岡山"“
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τ
f
p
~ー{
日
制

m-地
球
が

，註争

EミL

で
人
と
環
境
巳
や
さ
し
く

選
ん
だ

通産省クツド・デザイン商昂特別賞

「地球にやさしいデサーィン賞」

シ
一一「

〆
目
、
円相
寸

レギュラー (lIt庭用実回x2加、

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
@

-
よ
り
安
全
な
位
置
に
刃
を
変
更
し
、

安
全
性
を
高
め
ま
し
た
。

-
刃
を
簡
単
に
は
が
せ
る
工
夫
を
し
、

分
別
処
理
を
ス
ム
ー
ス
に
し
ま
し
た
。

サランラッファ

-
軽
い
力
で
簡
単
に
カ
ッ
ト
で
き
、
巻
き
戻
り
や

飛
び
出
し
を
防
ぐ
機
能
を
付
け
ま
し
た
。

旭化戚/ザランラッコ。販売{練}



(4 ) 

り
大
帽
に
ア
ッ
プ
し
た
。

「
体
の
不
調
」
を
訴
え
る
人

主
と
き
ど
き
を
含
め
て
閃
・

2
物
い
る
が
、
「
売
薬
で
す
ま

せ
る
」
幻
・
8
婦
、
「
病
院
に

行
き
た
い
が
が
ま
ん
し
て
い

的
に
長
時
間
労
働
を
よ
ぎ
な
く
る
」
日
・
0
必
現
状
だ
。

さ

れ

て

い

る

。

国

保

料

の

支

払

い

に

「

苦

労

こ
う
し
た
状
況
に
精
神
的
ス
し
て
い
る
」
「
遅
れ
て
い
る
」

ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
は
全
体
の
合
わ
せ
て
お
・
6
婦
で
、
減
免

七
割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
資
金
を
希
望
し
て
い
る
人
が
時
・
8

繰
り
」
出
・
0
婦
、
「
仕
事
が
必
に
お
よ
ぶ
。
ま
た
老
後
に
つ

な
い
」
泊
・
8
婦
、
「
先
行
き
い
て
「
不
安
だ
が
ど
う
し
よ
う

不
安
」
泣
・
6
必
(
複
数
回
答
)
も
な
い
」
を
含
め
て
、
白
・
7婦

な
ど
で
、
頭
を
痛
め
る
。

「
賢
の
人
が
不
安
を
訴
え
て
い
る
と

金
繰
り
」
の
回
答
は
、
前
回
よ
い
う
の
が
現
状
だ
。

不
況
の
影
響
ま
ざ
ま
ざ
と

消
費
税
ア
ッ
プ
九
割
が
「
反
対
」

〈日曜日〉

全
商
連
婦
人
部
協
議
会
(
渡
辺
敬
子
会
長
)
は
、
六
月
に
実
施
し
た
「
全
国
業
者
婦
人
の
仕

事
と
く
ら
し
・
健
康
の
実
態
調
査
」

(対
象
7
千
人
・
回
収
率
問
%
)
の
結
果
を
ま
と
め
、
発

表
し
玲
調
査
は
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
予
も
の
で
、
七
回
目
。
今
回
は
円
高
と
バ
ブ
ル
崩

壕
後
初
め
て
の
調
査
で
、
そ
の
影
響
を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
門
出
下
請
①
地
場
①
料
理
飲
食

豪
の
各
特
定
地
域
房
設
定
、
合
わ
せ
て
調
査
し
ぺ

日0
 
3
 
月O
 

A
E
 

年
一
九
三
年
度
の
売
り
上
げ
状
況
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
を

4
一
を
聞
く
と
、
「
非
常
に
伸
び
た
」
裏
付
り
て
い
る
。
特
に
下
請
の

ゆ
一
l
・
3物
、
「
や
や
伸
び
た
」
特
定
地
域
で
は
、
大
企
業
の
リ

日
一
ロ
・
3弥
、
「
横
ば
い
」
お
・
ス
ト
ラ
の
波
を
モ
ロ
に
被
り
受

M
l
物
。
一
方
、
「
非
常
に
減
っ
た
」
注
が
減
っ
て
い
る
。
工
賃
も
三

羽
・
l
婦
、
「
減
っ
た
」
釘
・
年
前
と
比
べ
「
上
が
っ
た
」
の

9
物
と
、
売
り
上
げ
減
を
訴
え
は
初
物
強
で
、
あ
と
は
「
下
が

る
人
が
臼
婦
に
の
ぼ
り
、
一
一一
年
る
」
か
「
横
ば
い
」
で
、
厳
し

前
(
却
・
8
物
)
を
大
き
く
上
い
状
況
が
伺
え
る
。

回

っ

た

。

仕

入

れ

に

か

か

っ

た

消

費

税

仕
事
の
量
を
=
一
年
前
と
比
較
が
「
転
嫁
で
き
て
い
る
」
の
は

す
る
と
「
増
え
た
」
日
・
2
M
W
幻
・
8
帰
。「
い
な
い
」
が
引
・

に
対
し
「
減
っ
た
」
白
・
6
M
W
5
婦
と
上
回
る
。
中
小
業
者
で

バ
ブ
ル
崩
寝
後
初
の
全
国
調
査

安斎 f、来斤陪胃

100% 

ロ
横ばい

80 

園

3年前と比較した売り上げの量

• 下がった

60 

国

40 

口
上がった

さ~

20 。
全国合計

特定地域

料理飲食

サーヒス

その他

小売

(第3種郵便物院可)

一
撃
昭
一
信
一
議
事
常
務

カ
レ
l
に
ポ
ピ
l
シ
l
レ
|
〉
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
:
・
小
さ
じ
B
H
赤
麿
辛
子
(
鷹
の
爪
)

ド
。
意
外
な
取
り
合
わ
せ
の
【
材
料
】

(4
人
分
)

比
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
:
・
小
さ
:
・
4
1
5
本
、
シ
ナ
モ
ン
ス

ょ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
案
外
エ
ビ
(
中
)
・
:
却
尾
、
玉
じ
比
、
窓
・
:
小
さ
じ
始
、
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
:
l
本
、
ク
ロ
l

イ
ケ
る
の
で
す
。
コ
コ
ナ
ツ
ね
ぎ
:
・
剛

g
、
生
菱
(
お
モ
ン
汁
・
:
ぬ
個
分
。
ブ
(
ホ
ウ
ル
)
:
・
5
粒
、
コ

ツ
ミ
ル
ク
の
獲
さ
と
香
り
、
ろ
し
た
も
の
)
・
:
叩

g
、
サ

ポ
ピ
1
シ
l
ド
の
香
り
と
ト

ラ
ダ
油
:
-
m
∞
、
コ
コ
ナ
ツ

ロ
ミ
感
の
相
乗
効
果
で
、
と
ツ
ミ
ル
ク
・
:
制
∞
、
タ
l

て
も
口
当
た
り
の
良
い
、
手
メ
リ
ッ
ク
・
:
小
さ
じ
l
、
水

作
り
カ
レ
ー
を
紹
介
し
ま
・
:
3
C

す
。

A
H
玉
ね
ぎ
(
す
り
お
ろ

〈え
び
の
コ
コ
ナ
ツ
ツ
力
し
た
も
の
)
:
・
凶
個
、
ガ
1

は
消
費
税
を
H
転
嫁
し
に
く
い
H

こ
と
が
分
か
り
、
消
費
税
率
ア

ッ
プ
に
は
叩
・
5
婦
が
「
絶
対

反
対
」
、
制
・
5
婦
の
人
が
「
廃

止
」
を
訴
え
て
い
る
。

「
く
ち
し
・
健
康
」
を
見
る

と
、
仕
事
の
不
況
を
反
映
し
、

自
営
業
者
の
生
活
が
苦
し
く
な

っ
て
い
る
事
実
が
浮
か
び
上
が

る
。
所
得
は
家
族
な
ど
で
働
く

法
人
平
均
・
六
百
二
万
円
、
個

人
平
均
・
三
百
五
十
二
万
円
。

生
活
上
の
借
金
が
あ
る
人
が
m

.
l
M
W
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
生

活
費
の
た
め
」
叩
・
5MW、「教

育
費
」
目
・
o
M
W
、
「
病
気
廟
聾
」

2
・
2
物
な
ど
で
、
「
生
活
費

の
た
め
」
と
答
え
た
人
が
、
前

回
よ
り
叩
物
ア
ッ
プ
、
深
刻
さ

を
示
し
て
い
る
。

半
数
以
上
の
日
・
2
物
が

「
生
命
保
険
を
解
約
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
、
こ
の
う
ち

お
・
4物
が
「
生
活
費
」
、

2
・

7
悌
が
「
借
金
返
済
」
に
あ
て
、

「
生
保
を
切
り
崩
し
生
活
し
て

い
る
」
の
が
目
立
つ
。

前
回
の
調
査
に
比
べ
、
本
業

以
外
の
パ
l
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

で
収
入
を
カ
バ
ー
す
る
傾
向
が

措置

・
夫
と
も
に
一
段
と
強
ま

り
、
業
者
の
女
性
の
労
働
時
間

は
一
日
平
均
八
時
間
以
上
が
日

.
-
傷
。
十
二
時
間
以
上
働
く

へ
が
叩
・
l
φ
も
い
て
、
全
体

『

P
C宣
言
日
』
ラ
イ
オ
ン
側

歯
垢
を
付
け
な
い
残
さ
な
い
努
力
を
l

ム
シ
歯
の
原
因
は
プ
ラ
l
ク

(
歯
垢
)
。

乙
の
プ
ラ
l
ク
さ
え
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
ム
シ
歯
を

防
げ
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
側
(
高

橋
選
直
社
長
)
で
は
、
乙
の
秩

プ
ラ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

『
P
C
宣
言
』
を
提
唱
。

各
種
、
新
製
品
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
て
、
ム
シ
歯
予
防
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

日
本
人
の
ム
シ
歯
μ
保
有
ρ

数
は
、
十
二
歳
児
で
四
・

O
九

本
(
澗
)
。
W
H
O
(世
界
保

健
機
関
)
で
は
、
一
行

δ
O年

ま
で
に
ム
シ
歯
本
散
の
世
界
規

準

(
D
M
F
T
)
を
三
本
以
下

に
を
世
界
目
標
に
し
て
お
り
、

乙
れ
と
比
較
し
て
も
ま
だ
ま

だ
。
さ
ら
に
大
人
の
ム
シ
歯
も

増
え
、
歯
周
病
と
共
に
、
歯
を

失
う
原
因
の
約
半
分
を
占
め
て

い
る
と
い
う
。

八
十
歳
で
二
十
本
の
自
分
の

歯
を
と
い
う
H
8
Q
6
H
達

成
に
は
、
一
生
を
通
じ
て
ム
シ

歯
を
予
防
す
る
の
が
ポ
イ
ン

第 1079号

ト。
P
C
は
、
歯
垢
の
除
去
だ
ゆ

で
な
く
付
か
な
い
よ
う
に
す
る

と
と
が
大
切
。
自
分
の
歯

・口

の
大
き
さ
に
あ
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

で
、
一
本
一
本
磨
き
残
さ
ず
、

き
ち
ん
と
磨
く
乙
と
。
歯
の
根

が
露
出
し
て
い
る
場
合
は
、
ブ

ラ
シ
の
毛
先
を
根
に
当
て
て
、

や
さ
し
く
磨
く
乙
と
。

さ
ぁ
、
今
日
か
ら
P
C
で
、

自
分
の
歯
を
大
切
に
日fi) 

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
③

ウ
ナ
ギ
の
精
焼
き
は
純
和

風
料
理
、
従
っ
て
ウ
ナ
ギ
も

日
本
の
も
の
と
私
は
思
い
込

ん
で
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の

魚
屋
に
も
黒
く
て
ヌ
ル
ヌ
ル

し
た
ウ
ナ
ギ
が
い
て
驚
い

た
。
な
ん
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人

好
み
の
魚
の
ひ
と
つ
が
塩
漬

け
ニ
シ
ン
と
並
ん
で
こ
の
ウ

ナ
ギ
の
嬬
製
だ
と
い
う
。

街
角
や
広
場
に
あ
る
さ
か

な
屋
の
屋
台
、
小
ざ
っ
ぱ
り

と
し
た
そ
の
ガ
ラ
ス
ケ
l
ス

の
中
に
、
茄
で
た
小
エ
ビ
や

肌
色
を
し
た
ウ
ナ
ギ
の
畑

製
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、

そ
れ
に
金
茶
色
に
皮
が
い
ぶ

さ
れ
た
サ
パ
の
繍
製
な
ど
も

並
ん
で
い
る
。
側
に
積
ま
れ

で
あ
る
丸
い
パ
ン
を
二
つ
割

り
に
し
て
、
前
述
の
ハ
l
リ

ン
グ
な
ど
お
好
み
の
魚
を
入

れ
て
も
ら
い
、
屋
台
の
前
で

頬
彊
っ
て
い
る
お
じ
さ
ん
が

い
た
り
す
る
。

煉
製
は
、
工
場
の
特
殊
な

ド
ラ
ム
缶
で
作
ら
れ
る
。
ま

ず
ウ
ナ
ギ
を
丸
の
ま
ま
、
あ

る
い
は
皮
を
と
っ
て
三
枚
に

お
ろ
し
、
塩
水
に
六
i
七
時

間
漫
レ
た
あ
と
よ
く
乾
か

す
。
次
に
金
串
に
吊
し
て
オ

一-出
涯
一
一
由
州
刻
刻
酬
明
L

一位一長一一

;
j三一一一一三==一

「
U
川

--u川
-

3

日

…
開
ま
で
シ
ル
ク
博
物

「
川
い
ー
ー
ハ
げ
」
館

(
横
浜
市
中
区
山
下
町
)

V
シ
ル
ク
フ
ェ
ス
タ
引
と
第

最
新
の
絹
製
品
約
制
点
と
、
新

日

回

染

織

作

品

展

進

作

家
の
入
選
作
卯
点
を
展
観

リ
ア
ン
ダ
ー
(
ホ
ウ
ル
)
:
・

大
さ
じ
2
、
ク
ミ
ン
シ
l
ド

・
:
小
さ
じ
l
、
ポ
ピ
l
シ
ー

ド
・
:
小
さ
じ
2
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ
l
・:
小
さ
じ
凶
、
カ
ル

ダ
モ
ン
・
・
・
心
さ
じ
凶
。

【
下
ご
レ
包
え
】

@
エ
ビ
は
、
背
わ
た
と
殻

ル152‘

旬
結
ポピーシード

リッチな味わいのカレーのできあがり

を
取
る
。
⑤
A
の
材
料
を
合
わ
せ
、

@
の
エ
ビ
を
m
i
釦
分
マ
リ

永
し
て
お
く
。

@
B
の
パ
ウ
ダ
ー
以
外
の

ス
パ
イ
ス
を
乾
煎
り
し
、
香

り
が
出
た
色
、
赤
窟
辛
子
、

シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ク

ロ
l
ブ
を
除
く
他
の
ス
パ
イ

ス
を
ミ
ル
で
挽
く
。

@
玉
ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
ス

し
、
生
萎
は
す
り
お
ろ
す
。

【
作
り
方
】

①
厚
手
の
鍋
に
叩
∞
の
油

を
熱
し
、
玉
ね
ぎ
を
薄
く
色

づ
く
ま
で
妙
め
、
コ
コ
ナ
ツ

ツ
ミ
ル
ク
と
一
緒
に
ミ
キ
サ

ー
に
か
り
る
。

②
同
じ
鍋
に
、
残
り
の
サ

ラ
ダ
油
的
∞
を
入
れ
、
全
て

の
ス
パ
イ
ス
類
と
生
菱
、
タ

1
メ
リ
ッ
ク
、
、
塩
、
①
の

ぺ
ー
ス
ト
を
加
え
ひ
と
混
ぜ

し
、
水
を
加
え
て
沸
騰
し
た

ら
、
弱
火
に
し
て

ω分
煮
込

む。
③
油
が
浮
い
で
き
た
ら
、

⑤
の
エ
ビ
を
入
れ
、
さ
ら
に

約
加
分
煮
る
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
ポ
ピ
l
シ
l
ド
は
、
他
の

ス
パ
イ
ス
と
共
に
煎
り
、
ミ

ル
で
挽
く
と
と
で
、
風
味
と

濃
度
が
増
し
ま
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
山
科
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

ー
ク
材
ゃ
ぶ
な
の
カ
ン
ナ
屑

を
燃
や
し
な
が
ろ
火
の
上
で

四
十
五
分
間
、
六
O
度
の
温

度
を
保
ち
な
が
色
い
ぶ
す
。

今
で
乙
そ
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ど
の
家
ど
の
ア
パ
ー
ト
に
も

セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
I
テ
ィ
ン
グ

が
ひ
か
れ
、
秋
か
ら
春
に
か

廿
て
の
寒
い
期
間
は
快
適
そ

の
も
の
だ
が
、
わ
ず
か
二
十
す揮さ事

年
前
ま
で
は
瞳
炉
の
暮
ら
し

が
多
か
っ
た
と
い
う
。替
は
、

明
製
は
家
庭
の
暖
炉
で
い
ぶ

し
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ナ
ギ
の
畑
製
は
パ
ン
に

は
さ
ん
で
食
べ
る
ほ
か
、
オ

ラ
ン
ダ
人
な
ろ
丸
の
ま
ま
の

も
の
を
皮
を
む
い
て
、
頭
と

尻
つ
ぼ
を
持
っ
て
、
丁
度
日

本
人
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食

べ
る
よ
う
に
食
べ
る
の
だ
そ

う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
私

は
乙
の
よ
門
迂
食
べ
方
を
見

た
こ
と
は
な
い
。

小
さ
く
切
づ
て
ク
ラ
ッ
カ

ー
な
ど
の
よ
に
の
せ
、
オ
ー

ド
ブ
ル
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

家
庭
で
は
客
を
も
て
な
す
。

乙
れ
ぐ
ろ
い
だ
と
お
い
し
く

い
た
だ
け
る
が
、
一
匹
分
の

震
と
な
る
と
ど
う
だ
ろ
う

か
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
生
野

菜
や
レ
モ
ン
添
唱
え
で
出
さ
れ

る
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
場

合
は
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

と
並
ぶ
高
級
昂
で
あ
る
ら
し

い
。
だ
が
、
醤
油
の
香
り
と

味
が
忘
れ
ち
れ
な
い
私
は
や

っ
ぱ
り
、
蒲
焼
き
の
ほ
う
に

軍
町
を
掲
げ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

(
文
・
カ
ッ
ト

子
)

古
川
ひ
で

皮霜の調理法
皮によい味や色を持つ魚(カ

ツオ、タイなど)を皮つきで刺

身にする時の調型法。[焼き霜]

魚の身に串を打ち軽く塩し、炭

火で皮の方からあぶり、墓もあ

ぶり表面が白くなったら氷水で
冷やレ、水気をふく。 [湯霜]

身をザルにのせぬれ布巾で覆

い、布巾の上から熱湯を注ぐ。
表面が白くなったら布巾をとり

氷水につげる。

制大日本水産会・

おさかな普及協議会

間
合
せ
;
・
同
博
物
館
告
側
・
6

A
斗

1
1

・n
u
o
O凋
性

1
i

V
杉
並
か
い
わ
い
歩
い
て

知
る
朝
鮮

3
白
附
叩
時
久
我
山
駅

(
京
王
・
井
の
頭
線
)
集
合

同
時
解
散
昼
食
自
参
資
料

代
制
円
申
込
み
:
・鄭
宏
溶
さ

ん
の
在
留
権
訴
訟
を
闘
う
会
宮

m
-
3
3
8
4
・
7
7
5
4

V
第
市
回
「
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
教
室
」
5
日
出
(
一
部
6
日
間
)
、

日
時
叩
分
東
京
ト
ヨ
ペ

ッ
ト

都
内
お
蛍
業
所
タ
イ
ヤ
交

換
、
発
炎
筒
の
使
い
方
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
脱
箸
方
法
、
洗

車
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
ポ
イ
ン
ト

等
実
技
中
心
運
転
免
許
を
持

っ
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
無

料
申
込
み
締
切
・
:
日
月
1
日

ω
問
合
せ
・
:
東
京
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
側
広
報
課
内
同
教
室
係
官
閃

・
3
4
4
3
・
1
1
6
8
(
大

沼
、
鈴
木
、
船
橋
)

V
か
な
が
わ
女
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
映
画
上
映

6
日
回
目
時
か
な
が
わ
女

性
セ
ン
タ
ー
-
ホ
ー
ル
(
江
ノ

島
)
『
プ
ラ
イ
ド
・
グ
リ
ー

ン
・
ト
マ
ト
』
キ
ャ
シ
l
・
ベ

イ
ツ
、
ジ
ェ
シ
カ
・
ダ
ン
デ
ィ

無
料
主
催
・:
か
な
が
わ
女
性

会
識
申
込
み
・
問
合
せ
:
・
同

セ
ン
タ
ー
宮
0
4
9
0
・
引
・

円
ノ
臼
唱

S
A
-
-‘
1
ょ

V
映
像
介
下
i
ク
「
女
性
の

映
像
制
作
を
支
援
す
る
1
カ
ナ

ダ
の
場
合
」

日
日
幽
見
時
泊
分
フ
ォ
ー

ラ
ム
よ
と
は
ま
(
桜
木
町
駅
・

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
1
日
階
)

ア
ン
ソ
ニ
l
・
ケ
ン
ト
(
カ
ナ

ダ
国
立
映
画
制
作
庁
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)

問
円
申
込
み
:
・
宮
附
・
2
2

4
・
2
0
9
L
(
藤
岡
、
田
口
)

V
田
中
正
造
・
鉱
毒
事
件
と

キ
リ
ス
ト
者
・
古
河
を
あ
る
く

日
日
同
9
時
叩
分
東
京
・

日
本
橋
(
地
・
三
越
前
駅
B
5

出
口
を
出
る
)
集
合
第
一
銀

行
碑
、
古
河
本
庖
、
神
田
橋
、

錦
輝
館
あ
と
な
ど
を
歩
き
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会

(J

R
大
久
保
駅
)
で
同
時
叩

分
頃
解
散
雨
天
実
施
資
料

代
1
止
U
0
0
円
主
催
・
:
東
京

.
田
中
正
造
を
学
ぶ
会
ほ
か

LION 

+ 
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それはブラークコントロール=歯垢除去。

歯の一本一本のブラーク(歯垢)を確実に落とすことです。

PCクリニ力のハミガキは、酵素がブラーク(歯垢)を介解。

さらに、フッ素が歯質を強くし、ムシ歯を防ぎますL

ノ¥ブラシは、こども用から大人用まで、あ、口に合せて選べる6タイプ。

ブラ-ク(歯垢)を確実に落とす設計です。

ムシ歯になりやすいご家庭に、ぜひおすすめします。

プラークコントロールでムシ歯予防[薬用ハミガキ・ハブラシ]
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仁
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t
r
b
A
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v
b
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u
v
i
r
~
h
I
d
t
w
m
w
h
J
P
A
i
l
J
J
U仇
ム
ヤ
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J
〈
，

p
i
J
'
J
告

白

L
-
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(4 ) 

り
大
帽
に
ア
ッ
プ
し
た
。

「
体
の
不
調
」
を
訴
え
る
人

主
と
き
ど
き
を
含
め
て
閃
・

2
物
い
る
が
、
「
売
薬
で
す
ま

せ
る
」
幻
・
8
婦
、
「
病
院
に

行
き
た
い
が
が
ま
ん
し
て
い

的
に
長
時
間
労
働
を
よ
ぎ
な
く
る
」
日
・
0
必
現
状
だ
。

さ

れ

て

い

る

。

国

保

料

の

支

払

い

に

「

苦

労

こ
う
し
た
状
況
に
精
神
的
ス
し
て
い
る
」
「
遅
れ
て
い
る
」

ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
は
全
体
の
合
わ
せ
て
お
・
6
婦
で
、
減
免

七
割
近
く
に
の
ぼ
り
、
「
資
金
を
希
望
し
て
い
る
人
が
時
・
8

繰
り
」
出
・
0
婦
、
「
仕
事
が
必
に
お
よ
ぶ
。
ま
た
老
後
に
つ

な
い
」
泊
・
8
婦
、
「
先
行
き
い
て
「
不
安
だ
が
ど
う
し
よ
う

不
安
」
泣
・
6
必
(
複
数
回
答
)
も
な
い
」
を
含
め
て
、
白
・
7婦

な
ど
で
、
頭
を
痛
め
る
。

「
賢
の
人
が
不
安
を
訴
え
て
い
る
と

金
繰
り
」
の
回
答
は
、
前
回
よ
い
う
の
が
現
状
だ
。

不
況
の
影
響
ま
ざ
ま
ざ
と

消
費
税
ア
ッ
プ
九
割
が
「
反
対
」

〈日曜日〉

全
商
連
婦
人
部
協
議
会
(
渡
辺
敬
子
会
長
)
は
、
六
月
に
実
施
し
た
「
全
国
業
者
婦
人
の
仕

事
と
く
ら
し
・
健
康
の
実
態
調
査
」

(対
象
7
千
人
・
回
収
率
問
%
)
の
結
果
を
ま
と
め
、
発

表
し
玲
調
査
は
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
予
も
の
で
、
七
回
目
。
今
回
は
円
高
と
バ
ブ
ル
崩

壕
後
初
め
て
の
調
査
で
、
そ
の
影
響
を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
門
出
下
請
①
地
場
①
料
理
飲
食

豪
の
各
特
定
地
域
房
設
定
、
合
わ
せ
て
調
査
し
ぺ

日0
 
3
 
月O
 

A
E
 

年
一
九
三
年
度
の
売
り
上
げ
状
況
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
を

4
一
を
聞
く
と
、
「
非
常
に
伸
び
た
」
裏
付
り
て
い
る
。
特
に
下
請
の

ゆ
一
l
・
3物
、
「
や
や
伸
び
た
」
特
定
地
域
で
は
、
大
企
業
の
リ

日
一
ロ
・
3弥
、
「
横
ば
い
」
お
・
ス
ト
ラ
の
波
を
モ
ロ
に
被
り
受

M
l
物
。
一
方
、
「
非
常
に
減
っ
た
」
注
が
減
っ
て
い
る
。
工
賃
も
三

羽
・
l
婦
、
「
減
っ
た
」
釘
・
年
前
と
比
べ
「
上
が
っ
た
」
の

9
物
と
、
売
り
上
げ
減
を
訴
え
は
初
物
強
で
、
あ
と
は
「
下
が

る
人
が
臼
婦
に
の
ぼ
り
、
一
一一
年
る
」
か
「
横
ば
い
」
で
、
厳
し

前
(
却
・
8
物
)
を
大
き
く
上
い
状
況
が
伺
え
る
。

回

っ

た

。

仕

入

れ

に

か

か

っ

た

消

費

税

仕
事
の
量
を
=
一
年
前
と
比
較
が
「
転
嫁
で
き
て
い
る
」
の
は

す
る
と
「
増
え
た
」
日
・
2
M
W
幻
・
8
帰
。「
い
な
い
」
が
引
・

に
対
し
「
減
っ
た
」
白
・
6
M
W
5
婦
と
上
回
る
。
中
小
業
者
で

バ
ブ
ル
崩
寝
後
初
の
全
国
調
査

安斎 f、来斤陪胃

100% 

ロ
横ばい

80 

園

3年前と比較した売り上げの量

• 下がった

60 

国

40 

口
上がった

さ~

20 。
全国合計

特定地域

料理飲食

サーヒス

その他

小売

(第3種郵便物院可)

一
撃
昭
一
信
一
議
事
常
務

カ
レ
l
に
ポ
ピ
l
シ
l
レ
|
〉
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ
ー
:
・
小
さ
じ
B
H
赤
麿
辛
子
(
鷹
の
爪
)

ド
。
意
外
な
取
り
合
わ
せ
の
【
材
料
】

(4
人
分
)

比
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
:
・
小
さ
:
・
4
1
5
本
、
シ
ナ
モ
ン
ス

ょ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
案
外
エ
ビ
(
中
)
・
:
却
尾
、
玉
じ
比
、
窓
・
:
小
さ
じ
始
、
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
:
l
本
、
ク
ロ
l

イ
ケ
る
の
で
す
。
コ
コ
ナ
ツ
ね
ぎ
:
・
剛

g
、
生
菱
(
お
モ
ン
汁
・
:
ぬ
個
分
。
ブ
(
ホ
ウ
ル
)
:
・
5
粒
、
コ

ツ
ミ
ル
ク
の
獲
さ
と
香
り
、
ろ
し
た
も
の
)
・
:
叩

g
、
サ

ポ
ピ
1
シ
l
ド
の
香
り
と
ト

ラ
ダ
油
:
-
m
∞
、
コ
コ
ナ
ツ

ロ
ミ
感
の
相
乗
効
果
で
、
と
ツ
ミ
ル
ク
・
:
制
∞
、
タ
l

て
も
口
当
た
り
の
良
い
、
手
メ
リ
ッ
ク
・
:
小
さ
じ
l
、
水

作
り
カ
レ
ー
を
紹
介
し
ま
・
:
3
C

す
。

A
H
玉
ね
ぎ
(
す
り
お
ろ

〈え
び
の
コ
コ
ナ
ツ
ツ
力
し
た
も
の
)
:
・
凶
個
、
ガ
1

は
消
費
税
を
H
転
嫁
し
に
く
い
H

こ
と
が
分
か
り
、
消
費
税
率
ア

ッ
プ
に
は
叩
・
5
婦
が
「
絶
対

反
対
」
、
制
・
5
婦
の
人
が
「
廃

止
」
を
訴
え
て
い
る
。

「
く
ち
し
・
健
康
」
を
見
る

と
、
仕
事
の
不
況
を
反
映
し
、

自
営
業
者
の
生
活
が
苦
し
く
な

っ
て
い
る
事
実
が
浮
か
び
上
が

る
。
所
得
は
家
族
な
ど
で
働
く

法
人
平
均
・
六
百
二
万
円
、
個

人
平
均
・
三
百
五
十
二
万
円
。

生
活
上
の
借
金
が
あ
る
人
が
m

.
l
M
W
い
る
。
そ
の
理
由
は
「
生

活
費
の
た
め
」
叩
・
5MW、「教

育
費
」
目
・
o
M
W
、
「
病
気
廟
聾
」

2
・
2
物
な
ど
で
、
「
生
活
費

の
た
め
」
と
答
え
た
人
が
、
前

回
よ
り
叩
物
ア
ッ
プ
、
深
刻
さ

を
示
し
て
い
る
。

半
数
以
上
の
日
・
2
物
が

「
生
命
保
険
を
解
約
し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
、
こ
の
う
ち

お
・
4物
が
「
生
活
費
」
、

2
・

7
悌
が
「
借
金
返
済
」
に
あ
て
、

「
生
保
を
切
り
崩
し
生
活
し
て

い
る
」
の
が
目
立
つ
。

前
回
の
調
査
に
比
べ
、
本
業

以
外
の
パ
l
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

で
収
入
を
カ
バ
ー
す
る
傾
向
が

措置

・
夫
と
も
に
一
段
と
強
ま

り
、
業
者
の
女
性
の
労
働
時
間

は
一
日
平
均
八
時
間
以
上
が
日

.
-
傷
。
十
二
時
間
以
上
働
く

へ
が
叩
・
l
φ
も
い
て
、
全
体

『

P
C宣
言
日
』
ラ
イ
オ
ン
側

歯
垢
を
付
け
な
い
残
さ
な
い
努
力
を
l

ム
シ
歯
の
原
因
は
プ
ラ
l
ク

(
歯
垢
)
。

乙
の
プ
ラ
l
ク
さ
え
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
ム
シ
歯
を

防
げ
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
側
(
高

橋
選
直
社
長
)
で
は
、
乙
の
秩

プ
ラ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

『
P
C
宣
言
』
を
提
唱
。

各
種
、
新
製
品
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
て
、
ム
シ
歯
予
防
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

日
本
人
の
ム
シ
歯
μ
保
有
ρ

数
は
、
十
二
歳
児
で
四
・

O
九

本
(
澗
)
。
W
H
O
(世
界
保

健
機
関
)
で
は
、
一
行

δ
O年

ま
で
に
ム
シ
歯
本
散
の
世
界
規

準

(
D
M
F
T
)
を
三
本
以
下

に
を
世
界
目
標
に
し
て
お
り
、

乙
れ
と
比
較
し
て
も
ま
だ
ま

だ
。
さ
ら
に
大
人
の
ム
シ
歯
も

増
え
、
歯
周
病
と
共
に
、
歯
を

失
う
原
因
の
約
半
分
を
占
め
て

い
る
と
い
う
。

八
十
歳
で
二
十
本
の
自
分
の

歯
を
と
い
う
H
8
Q
6
H
達

成
に
は
、
一
生
を
通
じ
て
ム
シ

歯
を
予
防
す
る
の
が
ポ
イ
ン

第 1079号

ト。
P
C
は
、
歯
垢
の
除
去
だ
ゆ

で
な
く
付
か
な
い
よ
う
に
す
る

と
と
が
大
切
。
自
分
の
歯

・口

の
大
き
さ
に
あ
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

で
、
一
本
一
本
磨
き
残
さ
ず
、

き
ち
ん
と
磨
く
乙
と
。
歯
の
根

が
露
出
し
て
い
る
場
合
は
、
ブ

ラ
シ
の
毛
先
を
根
に
当
て
て
、

や
さ
し
く
磨
く
乙
と
。

さ
ぁ
、
今
日
か
ら
P
C
で
、

自
分
の
歯
を
大
切
に
日fi) 

オ
ラ
ン
ダ
の
拳
③

ウ
ナ
ギ
の
精
焼
き
は
純
和

風
料
理
、
従
っ
て
ウ
ナ
ギ
も

日
本
の
も
の
と
私
は
思
い
込

ん
で
い
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の

魚
屋
に
も
黒
く
て
ヌ
ル
ヌ
ル

し
た
ウ
ナ
ギ
が
い
て
驚
い

た
。
な
ん
と
、
オ
ラ
ン
ダ
人

好
み
の
魚
の
ひ
と
つ
が
塩
漬

け
ニ
シ
ン
と
並
ん
で
こ
の
ウ

ナ
ギ
の
嬬
製
だ
と
い
う
。

街
角
や
広
場
に
あ
る
さ
か

な
屋
の
屋
台
、
小
ざ
っ
ぱ
り

と
し
た
そ
の
ガ
ラ
ス
ケ
l
ス

の
中
に
、
茄
で
た
小
エ
ビ
や

肌
色
を
し
た
ウ
ナ
ギ
の
畑

製
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
、

そ
れ
に
金
茶
色
に
皮
が
い
ぶ

さ
れ
た
サ
パ
の
繍
製
な
ど
も

並
ん
で
い
る
。
側
に
積
ま
れ

で
あ
る
丸
い
パ
ン
を
二
つ
割

り
に
し
て
、
前
述
の
ハ
l
リ

ン
グ
な
ど
お
好
み
の
魚
を
入

れ
て
も
ら
い
、
屋
台
の
前
で

頬
彊
っ
て
い
る
お
じ
さ
ん
が

い
た
り
す
る
。

煉
製
は
、
工
場
の
特
殊
な

ド
ラ
ム
缶
で
作
ら
れ
る
。
ま

ず
ウ
ナ
ギ
を
丸
の
ま
ま
、
あ

る
い
は
皮
を
と
っ
て
三
枚
に

お
ろ
し
、
塩
水
に
六
i
七
時

間
漫
レ
た
あ
と
よ
く
乾
か

す
。
次
に
金
串
に
吊
し
て
オ

一-出
涯
一
一
由
州
刻
刻
酬
明
L

一位一長一一

;
j三一一一一三==一

「
U
川

--u川
-

3

日

…
開
ま
で
シ
ル
ク
博
物

「
川
い
ー
ー
ハ
げ
」
館

(
横
浜
市
中
区
山
下
町
)

V
シ
ル
ク
フ
ェ
ス
タ
引
と
第

最
新
の
絹
製
品
約
制
点
と
、
新

日

回

染

織

作

品

展

進

作

家
の
入
選
作
卯
点
を
展
観

リ
ア
ン
ダ
ー
(
ホ
ウ
ル
)
:
・

大
さ
じ
2
、
ク
ミ
ン
シ
l
ド

・
:
小
さ
じ
l
、
ポ
ピ
l
シ
ー

ド
・
:
小
さ
じ
2
、
カ
イ
エ
ン

ペ
パ
l
・:
小
さ
じ
凶
、
カ
ル

ダ
モ
ン
・
・
・
心
さ
じ
凶
。

【
下
ご
レ
包
え
】

@
エ
ビ
は
、
背
わ
た
と
殻

ル152‘

旬
結
ポピーシード

リッチな味わいのカレーのできあがり

を
取
る
。
⑤
A
の
材
料
を
合
わ
せ
、

@
の
エ
ビ
を
m
i
釦
分
マ
リ

永
し
て
お
く
。

@
B
の
パ
ウ
ダ
ー
以
外
の

ス
パ
イ
ス
を
乾
煎
り
し
、
香

り
が
出
た
色
、
赤
窟
辛
子
、

シ
ナ
モ
ン
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ク

ロ
l
ブ
を
除
く
他
の
ス
パ
イ

ス
を
ミ
ル
で
挽
く
。

@
玉
ね
ぎ
は
ス
ラ
イ
ス

し
、
生
萎
は
す
り
お
ろ
す
。

【
作
り
方
】

①
厚
手
の
鍋
に
叩
∞
の
油

を
熱
し
、
玉
ね
ぎ
を
薄
く
色

づ
く
ま
で
妙
め
、
コ
コ
ナ
ツ

ツ
ミ
ル
ク
と
一
緒
に
ミ
キ
サ

ー
に
か
り
る
。

②
同
じ
鍋
に
、
残
り
の
サ

ラ
ダ
油
的
∞
を
入
れ
、
全
て

の
ス
パ
イ
ス
類
と
生
菱
、
タ

1
メ
リ
ッ
ク
、
、
塩
、
①
の

ぺ
ー
ス
ト
を
加
え
ひ
と
混
ぜ

し
、
水
を
加
え
て
沸
騰
し
た

ら
、
弱
火
に
し
て

ω分
煮
込

む。
③
油
が
浮
い
で
き
た
ら
、

⑤
の
エ
ビ
を
入
れ
、
さ
ら
に

約
加
分
煮
る
。

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
ポ
ピ
l
シ
l
ド
は
、
他
の

ス
パ
イ
ス
と
共
に
煎
り
、
ミ

ル
で
挽
く
と
と
で
、
風
味
と

濃
度
が
増
し
ま
す
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
山
科
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

ー
ク
材
ゃ
ぶ
な
の
カ
ン
ナ
屑

を
燃
や
し
な
が
ろ
火
の
上
で

四
十
五
分
間
、
六
O
度
の
温

度
を
保
ち
な
が
色
い
ぶ
す
。

今
で
乙
そ
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ど
の
家
ど
の
ア
パ
ー
ト
に
も

セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
I
テ
ィ
ン
グ

が
ひ
か
れ
、
秋
か
ら
春
に
か

廿
て
の
寒
い
期
間
は
快
適
そ

の
も
の
だ
が
、
わ
ず
か
二
十
す揮さ事

年
前
ま
で
は
瞳
炉
の
暮
ら
し

が
多
か
っ
た
と
い
う
。替
は
、

明
製
は
家
庭
の
暖
炉
で
い
ぶ

し
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ナ
ギ
の
畑
製
は
パ
ン
に

は
さ
ん
で
食
べ
る
ほ
か
、
オ

ラ
ン
ダ
人
な
ろ
丸
の
ま
ま
の

も
の
を
皮
を
む
い
て
、
頭
と

尻
つ
ぼ
を
持
っ
て
、
丁
度
日

本
人
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食

べ
る
よ
う
に
食
べ
る
の
だ
そ

う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
私

は
乙
の
よ
門
迂
食
べ
方
を
見

た
こ
と
は
な
い
。

小
さ
く
切
づ
て
ク
ラ
ッ
カ

ー
な
ど
の
よ
に
の
せ
、
オ
ー

ド
ブ
ル
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

家
庭
で
は
客
を
も
て
な
す
。

乙
れ
ぐ
ろ
い
だ
と
お
い
し
く

い
た
だ
け
る
が
、
一
匹
分
の

震
と
な
る
と
ど
う
だ
ろ
う

か
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
生
野

菜
や
レ
モ
ン
添
唱
え
で
出
さ
れ

る
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
場

合
は
、
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

と
並
ぶ
高
級
昂
で
あ
る
ら
し

い
。
だ
が
、
醤
油
の
香
り
と

味
が
忘
れ
ち
れ
な
い
私
は
や

っ
ぱ
り
、
蒲
焼
き
の
ほ
う
に

軍
町
を
掲
げ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

(
文
・
カ
ッ
ト

子
)

古
川
ひ
で

皮霜の調理法
皮によい味や色を持つ魚(カ

ツオ、タイなど)を皮つきで刺

身にする時の調型法。[焼き霜]

魚の身に串を打ち軽く塩し、炭

火で皮の方からあぶり、墓もあ

ぶり表面が白くなったら氷水で
冷やレ、水気をふく。 [湯霜]

身をザルにのせぬれ布巾で覆

い、布巾の上から熱湯を注ぐ。
表面が白くなったら布巾をとり

氷水につげる。

制大日本水産会・

おさかな普及協議会

間
合
せ
;
・
同
博
物
館
告
側
・
6

A
斗

1
1

・n
u
o
O凋
性

1
i

V
杉
並
か
い
わ
い
歩
い
て

知
る
朝
鮮

3
白
附
叩
時
久
我
山
駅

(
京
王
・
井
の
頭
線
)
集
合

同
時
解
散
昼
食
自
参
資
料

代
制
円
申
込
み
:
・鄭
宏
溶
さ

ん
の
在
留
権
訴
訟
を
闘
う
会
宮

m
-
3
3
8
4
・
7
7
5
4

V
第
市
回
「
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
教
室
」
5
日
出
(
一
部
6
日
間
)
、

日
時
叩
分
東
京
ト
ヨ
ペ

ッ
ト

都
内
お
蛍
業
所
タ
イ
ヤ
交

換
、
発
炎
筒
の
使
い
方
、
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
脱
箸
方
法
、
洗

車
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
ポ
イ
ン
ト

等
実
技
中
心
運
転
免
許
を
持

っ
て
い
る
人
な
ら
誰
で
も
無

料
申
込
み
締
切
・
:
日
月
1
日

ω
問
合
せ
・
:
東
京
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
側
広
報
課
内
同
教
室
係
官
閃

・
3
4
4
3
・
1
1
6
8
(
大

沼
、
鈴
木
、
船
橋
)

V
か
な
が
わ
女
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
映
画
上
映

6
日
回
目
時
か
な
が
わ
女

性
セ
ン
タ
ー
-
ホ
ー
ル
(
江
ノ

島
)
『
プ
ラ
イ
ド
・
グ
リ
ー

ン
・
ト
マ
ト
』
キ
ャ
シ
l
・
ベ

イ
ツ
、
ジ
ェ
シ
カ
・
ダ
ン
デ
ィ

無
料
主
催
・:
か
な
が
わ
女
性

会
識
申
込
み
・
問
合
せ
:
・
同

セ
ン
タ
ー
宮
0
4
9
0
・
引
・

円
ノ
臼
唱

S
A
-
-‘
1
ょ

V
映
像
介
下
i
ク
「
女
性
の

映
像
制
作
を
支
援
す
る
1
カ
ナ

ダ
の
場
合
」

日
日
幽
見
時
泊
分
フ
ォ
ー

ラ
ム
よ
と
は
ま
(
桜
木
町
駅
・

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
1
日
階
)

ア
ン
ソ
ニ
l
・
ケ
ン
ト
(
カ
ナ

ダ
国
立
映
画
制
作
庁
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)

問
円
申
込
み
:
・
宮
附
・
2
2

4
・
2
0
9
L
(
藤
岡
、
田
口
)

V
田
中
正
造
・
鉱
毒
事
件
と

キ
リ
ス
ト
者
・
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それはブラークコントロール=歯垢除去。

歯の一本一本のブラーク(歯垢)を確実に落とすことです。

PCクリニ力のハミガキは、酵素がブラーク(歯垢)を介解。

さらに、フッ素が歯質を強くし、ムシ歯を防ぎますL

ノ¥ブラシは、こども用から大人用まで、あ、口に合せて選べる6タイプ。

ブラ-ク(歯垢)を確実に落とす設計です。

ムシ歯になりやすいご家庭に、ぜひおすすめします。

プラークコントロールでムシ歯予防[薬用ハミガキ・ハブラシ]
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臨率重臣基盤翠京湾額損塑
園間鴨'胃開寝間照明朗開閉園・幽舗幽
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